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学年・学級・ホームルーム経営に生かす教育相談

一児童生徒一人一人の成長を目指して一

平成 4・5・6年度

茨城県教育研修センター



序

誌の生徒指導上の諸問題として，不登校をはじめ，いじめや非行等様々な点があげら

れています。これらの問題の背最には，児叢生徒の鎮偉観の多様化，人間関係の毒薄さ，

生活体験の不足等，いくつかの要因が複雑に籍み合っていると思われます。

不登校，いじめ，非符等にみられる児童生徒の学校不適時状況への通知な指導・援助を

g指すとき，それらの対誌として教育桔該の充実が詩ばれて久しいものがあります。

研究報告書第 8集は r学年・学級・ホ…ムルーム経営に生かす教育担議の在り方J ~ 

研究主題として，学校における教育程談の在り方を究明すべく取り組んでまいりました O

そして，学校における教背相談の諜贈として，様助関孫成支への方議，教育実践の中での

児童生徒理解，悟・集団・学校体製への対応，完童生徒理解に基づく指導・援助の手立て，

学校におけるコンサルテーション等を取号上げ，その解決を目指し，理論と実践の両面か

ら研究を進めました O その中で，児叢生徒一人一人の成長を目指す指導・援助の手立てを

見いだすために，悟入アプローチ，集団アプローチ，学校コンサルテーションの在り方等

について，実議事例に基づき研究を進めたものであります。

本研究報告審が十分に活用され，各学校における教育相談話動の指針となれば幸誌です。

最後に，本研究を進めるに当たって，熱心に醍究され，貴重な研究資料及び事例を提供

いただきました研究協力員の先生方に心から感謝の意を表します。

平成 7年 3月

茨城県教育研修センタ一所長

高久清
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今日，学校教脊において，教育相談のより一層の充実・深化が重要な課題となっている。学

校における教育相談が嬰摘される背景としては，不登校現象の増加傾向や非行現象の多様化鎮

向，発達課題への達成度合いの未成熟等が考えられる。

そこで，学校における教宵相談の課題を解決し，児童生捷の一人句品入の成長を呂指す指導・

援助の手立てを見いだすため，理論と実践の再雇から講究を進め

索ヲi語(キーワード)教育桜該，不笠校，非行，指導・援助



理論編



I 学校教育相談が要請される背景

不登校現象の増加傾向

これまで不登校の児童生徒には 本人の性格や家族関係に問題があると指摘されてきた。そ

こでは不登校はもっぱら特定の児童生徒に限定され，私たちは彼らがなぜ不登校に陥るのかに

関心をもってきた。したがって，その限りにおいては，不登校に関する論述は，一般の児童生

徒とは違った性格や家庭環境，友人関係などに原因があることを明らかにしようとしたものが

多かったように思われる O しかし，これだけでは，なぜ今日の不登校現象が，年々増加し，多

くの児童生徒を不登校に巻き込んでいるのか説明がつかない。

現代社会では，これまでの価値観に変化が現われ，それが若い年齢層になるほど著しいとい

われている O この変化は，人々を集団へとつなぎとめてきた粋に緩みが生じてきたということ

である O それは，人間関係のしがらみに振り回され，他人が私事に土足で踏み込んでくる煩わ

しさから逃れようとする人々の動きも一つの要因である O また，自分を犠牲にしてまで集団に

尽くすことはほどほどにし，人間関係や組織に対して適度な距離を置きつつ自分の私的な領域

を確保したいという人々の欲求の現れでもある。

現代の児童生徒は，少なからず今の社会のこのような流れに巻き込まれ，ものの考え方や行

動にも変化が現れている O 不登校の問題も，こうした社会の変化に深くかかわっていると考え

られる O 例えば学校を絶対視する価値観に変化が見られ，欠席(遅刻・早退)をとりたてて悪

いことだと認識していない児童生徒が増えつつある O また，最近は塾に通う児童生徒が増え，

早い時期から自分の能力の限界を感じ，将来の幸福よりも利那的に「いま」の時間をいかに過

ごすかに強い関心を抱くようになっている O

しかも，自分の考えや判断，そのときの感情や身体の状態などをうまく相手に伝えることが

できない児童生徒がふえている O

これらのことが，児童生徒の人間関係づくりの稚拙さにつながり，不登校現象の増加に拍車

をかけていると考えられる。

2 非行現象の多様化傾向

今日の非行に走る児童生徒は 経済的な面でも 家族関係の面でもごく普通の家庭の児童生

徒が増えつつある。いまや r非行に走る子」と「走らない子」との境界線はなく，どのよう

な子も，きっかけさえあればいつ非行に走っても不思議ではない，という時代になってきてい

るO

最近の非行の特徴として，①自転車盗，万引きなどの「初発型非行(遊び型非行)Jの占め

る割合が多いこと，②低年齢化していること，③女子の占める割合が増加していることを挙げ

ることができる。①についての動機は，自転車，バイクを乗り回したくなったから盗んだとい

う単純で遊びの色彩の濃い場合が多いと考えられる。また，万引きなどは特にある品物が欲し

くて盗むというのではなく，不快感や不満を解消するための感情発散の手段として行われる場

合があるO これらの行為は，反復されていくに従って，常習化してしまうおそれが十分にある

ため早期発見によって，適切な指導をすることが望まれる。②については， 18， 19歳の少年に



よる非行はおおむね誠少の傾向にあり，また， 16， 17農の少年では横ばい傾向にあるのに対して，

14， 15哉の少年による非行は増加を続け，非行の低年鈴北が一層顕著になっている。さらに，@

については，近王手になって，非行少年の中でおめる女子の割合が急激に上昇する傾向をみせてき

ていることが、注目されている。

次に，非苛の要因としては，児童生徒をとりまく環境の悪化に伴い，発達そのものに蝶々を歪

みが生じてきていることが考えられる。児童生徒にとっては，家賠や地域が主要な生活の場であ

る。日常生活の中で物心両聞とも家躍に大きく依存している。しかし，現実には該家族化，家胞

内の不手[1や離婚などにより，この生活の基盤が揺らいでいる場合も少なくはない。さらに，近隣

における人間関係が希薄になっている場合，幼児期からの近隣の遊び仲間を通して養われる基本

的な生活習慣や社会性の影戒が妨げられ，周国の人々との努ましい人韓関係が乏しくなり，問題

行動につながる要問になりやすい。しかも，濃，タバコ，ゼデオ等の自動販売機の進出により，

児童全徒の健全な発達を組害しかねない環境条件も広がっている。

また，今誌の社会では，学業成績のいかんが将来の進路とかなり関連しているため，学業不振

の鬼童生徒は学校生活から逃避し，科那的，享豪的な生活強度に路りやすい。このことが，学校

生活だけでごとく他の生活の場にも波及していくことが考えられる。このようなことから，児童生

徒の間離の多くは，学校生活への不適応と大なり小なり関連しているとも言われている O なお，

言うまでもなく学業成績だけが不適正、の主要な要問ではなく，耐えば，見童生徒の発達に闘を向

けると，様みもなにもないのに，誰かをい乙めるとスカッとするとか，いじめて相手がおびえた

り，泣いたりするのを見るのがおもしろいなどという話を聞くたがに，体は大きくなっても心の

育っていない，今日の児叢生徒の発達の歪みを感じる。また，物質的には盤、まれていながら，精

神的に飢餓状態にあり，常に"菱税的欲求不満状態からくるいらだちをかかえている児童生誌が多

く見られる。それらの児童生徒は，能人の立場にたって物事を考えられない幼児約な自己中心性

を持っている O

以上のように鬼童生徒を取り巻く核家践の進行や社会環境の悪化等の社会的要閣の変化と見

童生徒自身の発達のひずみから非行現象の多様化が出き起こされていると考えられる。

3 発達課潤への違法度合の未成熟

発達課題とは，個人が正常な成長発達をとげていくためにそれぞれの発達段階において達成

されなければならない課題のことであり，次のような特撮を持っている O

O 人関が，それぞれの発達課題を一つ一つ達成していくことが，機農で幸せに生きていくた

めに大切であること

O ある段諾での発達課題の達或が不充分だとそれ以降の発達課題の達成が難しくなること

したがって，それぞれの時期に応ずる一つ一つの発達課題は，児章生徒がより一層欝全な発速を

とげるために来り越えなければならないステップとも言えよう C

発達課題のとらえ方は，時代や社会によって多少異なるが，我が閣で共通して考えられている

青年期の発達課題としては，次のようなものがあげられる。

O 身体の発達と変化への適応

O 向性及び、異性の友人に対する適正な態度の形成

O 家族からの情緒的及び経済的自立への確信



O 社会参加を促すための技荷や知識の習得

O 将来の生活設計と人生観の擁立

今日，児童設生徒l;t，発達課題への達或度合いの未或熟による人間関係の希薄化や社会性の未熟

さをうかがわせる様々な問題を持っている。それゆえ，各学校においては，発連課題を児童生徒

一人一人が着実に達成できるよう教育相談の機能を生かした教背活動を計額的に実施し克童生

徒が指導・援助を必要としているときには，すぐにそれに対応できるような棒誤をつくっておか

なければならない。

4 薮しい学力観かちの要請

学習指導要領では r学校の教育活動を進めるに当たっては 自ら学ぶ意欲と社会の変化に

体的に対応できる能力の育或を踊るとともに，基礎的・碁本的な内容の指導を徹庶し，慢性を生

かす教育の充実に努めなければならなしりということが掲げられており，自己教青力，基礎・基

本， fl弱性を生かす教曹を震規することが求められている。

自己教育力は，これまでの知識や技能を共通的に身につけることを霊魂した教育からの転換を

揺るものであち，生誕学習の基盤あるいは基礎をなすものである。これを携或する要素として，

学習への意欲，学曹の仕方の習得〈学び、方)，生き方があげられる。また，その脊成を図るため

には，積極的に児童生徒一人一人のよさを見つけ，それを生かしていくことが大切で島る。その

ことによって，児童生徒一人一人の主体'性が育っていくと考えられる O

基礎ー基本においては，実現話標は詞じであっても，たどりつくまでの学曹の過桂は児叢生徒

によってみな異なる。この児重芝生徒の留性的な学びのi義経に到lして，指導の個別イとを醤ち，児童

生徒一人一人が目標に達成できるように探すことにより，基礎的・基本的な内容の定斎を留るこ

とが求められる。さらにその指導の結呆，力及iまずしてなお連或度の低い克童生徒に対しては，

補充指導が必要となる。

さらに，鎖性を生かす教育では，児童生徒との積極的会かかわりの中で倍の理解に努め rそ

の子ならではのよさ」を情;意聞や認知商等いろいろな観点から見い出し，自己実現できるように

・譲鼓していくことが盟まれる。われわれ教師i丈一般に， fl聞の理解を r忘れ物が多いJr泊

轍的だ」といった行動特性の観察レベルで捉えていることが多い。本来iえその児議室生誌の行動

を促している内面世界の意味の「解釈J，その解釈に基づく教育の専門家としての「診断ムその

診訴に基づく教育の f手立てJ という舗の「理解J をどこまで深めうるかが議饗なのである。

現行の学習指導要領では，児童生徒一人…人の可能性を伸ばすために詣巴学習への喜ぴをも

たせ，発見することの感動を味わわせ，創造することの楽しさを知らせる学習，いわば，完童生

徒を学習の主人公として位置付け，児童生徒の慨に立って，教育活動に当たることをねらってお

り，それは正に教育相談に求めら+t.ているものである。

以上 4つの読点から現夜の学校夜育において学校教育杷談が求められている背景に考察を加え

てきた。これらの背景を踏まえ，学校教育相談が抱えている課題を明確にし，その課題に迫るた

めに，技接的課題を解決していかなければならないと考える。そして，そのことが一人一人の児

童生徒の自己実現への指導・援助につながっていくものと考える。

内
毛
J
》



E 学年・学級・ホームルーム経営に生かす教育相談の諜題

学校教育相議は，専門の相談機関や治棟・矯正機関の相談とは異なって，学校の教育目標を

成するための教育活動の…つでなければならない。したがって，現在，わが掛ぷおいては，

指導の援要な一つの方法 e 形態と考えられている O しかしながら，この学校教育相談を実践して

いくよでは経つかの課題がある。そこで，ここでは次の 4つの課題について考えてみることにす

るO

1 援助関倭或立への方叢

(1) 教師と児童生徒との信頼関係の深化

思春期を迎えるに従って，思童生徒は次第に自分の悩み事の相談相手として教師や親よち

友達を選ぶことが多くなる。その翠自は様々であろうが，教師と児童生徒の関に日頃から

頼関係が探ければ，児童生徒はもっと心を閉さ，程談語手として教詩を選ぴ，援助関銘をつ

くることができるであろう。

(2) 教脊相談に対する積極的な教語の姿勢

教育相談は難しいとか，自分の指導観と合わないという理市で籍談的かかわりをもたない

教師がいたり，忙しい・暇がないという理由で相談時需がとれない教揮がいたりすることは

現実である O また，教育相談の重要性は認議していても，どのように介入していけば長いの

かがわからず，消極的になっている教制も多い。校内研修の充実を凶るとともに…人一人

の教蹄が教脊相談に対する意識を変える必要がある。

(3) 学校と家長の連携

教師の髄 → 家庭の中に問題があるとわかっても，家寵の細部まで辻立ち入るべきで

ないと考える教師が多い。

家庭の側 → 家競の諸問題まで，学校(教師)に立ち入ってほしくないと考えている

家焼が多い。

関態をもっ児童生徒とかかわっていくと 家農が抱えている開題に直面することがしばし

ばあり，悩むことが多い。このような場合，親自身の偶人的な問題や夫婦の問題に対して介

入することは避け，親に対する助言はあくまでも本人とのかかわりについてが原別である。

しかし，時に註譲雑な問鶴のために，どうしても教師のかかわりの限界を慈える内容のもの

にも触仇なくてはならない場合が出てくる O ぞのまま嬉賭していれば，問題はいっこうに進

展しないことが多いので，親と教師がその児童生徒のために何をしたらいいのかという観点

で相談を続けていき，互いに分かりあう関採になっていくことが望ましい。

(4) 専問機関との連携

学校では，問題をもっ児童生徒の指導に当たって，場合によっては専門機関の協力を得て

指噂・援拐をする事がある O ところが，事構をよく知らない保護者li，専門機関との連携に

対してー-般的に消極的である。児童生徒の問題行動の初期段藷には専問機関との連携を避け

たがち，家臨で扱いかねるようになってからの相談が多くみられる。

そこで，学校としては，児童生徒の問題を十分に記握した上で，連携を割るべき専問機関

-4 



をどこにしたらよいか判断できるように，資料を整理しておくなと二日頃の準備が大切である。

また，保護者や見章生徒が専問機関と相談を開始すると，完童生徒と学校との関係が疎遠にな

りがちである O そのため，教師は謀議者と専門機関の再者と連携を盤ち，場合によっては，両

者の繕識しを讃極的に行わなければならない。

2 教宵実践の中での克童生議理解

(1) 指導者であることと理解者であることの掲立

「児童生徒理解J と一言でいうが，学縁組在として鬼童生誌と毎日接している中で，次のよ

うな経験をし，教師iこよる教育相談は難しいと感じることはないだろうか。

毎日の様に躍揺する生徒に，遅刻をしないように注意し，時には罰を与えて指導を繰り返し

てきたが生捷の遅刻は止まなかった。そこで，なぜこの様に毎日過刻するのか，ゆっくり生徒

の気持ちを聴いてみようとした。しかし，生徒は学級担征に声を接けられることにすら不愉快

だ、というよう会態設を示した。 同じ一人の教師の態度が，時に辻載しくなり持には温かくなる

のでは，生誌にはそれが欺読に映るのでiまないかと自分告身の態疫に自信がなく会る。

薙かに，厳しさと逼かさとは，苦葉としては相反する響きを感じるが，教師がやからその生

徒を大切にしその成長を願う気持ちを持っていれば，教舗の議度としての厳しさと温かきは議

めて白熱なものであると考えられないだろうか。

「遅刻せずに登校し会さい。なんとか珪刻せず

に登校できるよう，生活時間を工夫しなさい。斡

から溜刻しては，あなた邑身気持ちよくスタート

できないのではないか。それに第一，そんなこと

では，あなたが社会に出た碍に，通用しないで、は

ないかけと教師が本気で叱るとしたらどうだ、ろ

うO 管理のためではなく，懲らしめでもなく，あ

くまでもその生徒自身のために叱ることは，児童

生徒自身に自分を見つめる厳しさを要求すること

であり，これはまさに教育相談の話指すものでも

あると言って良いのではないだろうか。

(2) 教師の枠組みからの児童生徒理解

生徒と向き合って話を聴こうとするとき，日頃の生誌の姿が浮かび，向かい合って話す生徒

の脅葉が言い訳めいて開こえる。教師は，教舗という枠組みを持ちながら生徒と向き合うので

あり，生徒のすべてを詰頼して傾聴することはできないのではないかと思えてくることがある O

教舗は指導者であち，特に，問題行動を示す生徒と向き合った持，その生徒を紫条件に受容し，

共感的に理解することなど出来ないのではないかと縫間をもつこともある。

その生徒が今は約束を守らなくても，今は行動に変客が見られなくても，かけがえのない存

在として，溢かく受容することはできないだろうか。そして，その生徒が，よ与よく成長しよ

うとしている存在であることを，信じることは出来ないだろうか。

「こんなに毎日，斡から叱られるのによく休まずに学校に来てくれるな，彼が毎器禁事に

校ぷ来てくれること自体がすばらしいことだoJ と，教師がふと気がついた時，この生徒の存



在がすばらしいものに見えないだろうか。そして rあすは遅刻し会いで来ょうけという彼の

気持ちを括じることができるようになり 生徒と教師との倍頼関係が金まれるのではないだろ

うか。この梧頼の気持ちが彼を支える力になるのではないだ、ろうか。

教師が教輔の枠組みに全くとらわれずに子どもの話を聴くことは大変難しいことである。し

かし，教舗が克童生捷に対する見方や考え方として，少しずつ，この枠組みを広げていき，よ

り共感的に理解できるようになっていくことが可能ではないかと思われる。

(3) 児童生徒の内面の理解に役立つ情報

避難してきた生徒に「どうしたoJ と聞くと「ねほうです。」と苓える O 下そうか，明Bから

は5分平く来なさい。」と設うと「はいけと答える。しかし，翌自も，その翌日も，相変わら

ず遅刻が続く O この様なことが繰り返され，指導の空関りを感じることはないだろうか。

集自のように遅刻する生徒ι理由をたずね rねほうしたからりという話を開いたが，この

情報は，運刻常鷲者に会っている生徒の内面理解につながっているだろうか。生徒の内面を理

解せずに指導しているために指導が祭司りしているのではないだろうか。

それに対し，その生徒の話を聴いていく中で「夜中に待問

と遊んで、いるりという構報を得たとする。

そこで大慢なことは，その生徒が会ぜねばう，豪遊びの行

動を起こすに査ったのかという背景を把握することである。

そしてそのことが生徒の内語理解につながることになり，

このような内部理解があって，はじめて問題行動の本費約な

解決につながる指導の手がかりがつかめるのである。

反対に，児童設生徒の内面理解に役立たない情報ばかりをた

くさん集めてもかえって問題の本質が見えにくくなるばかり

である。

それでは，問題行動の背景を把握するにはどのようにすれ

ばよいのだろうか。それには，児童生誌との時常的なかかわりの中で，外に現われる鵠報にと

どまらず，行動の背景にあるものを鬼童生徒がどんな筑持ちで受けとめているかを聴くなど，

克章生徒の心をより深く理解しようとする教師の姿勢や態度が大切だと言えるのではないだろ

うか。

3 龍・集団・学校体制への対応

各学校で，学校教育懇談を実践していく中での課題のーっとして学校体制等の問題がある。例

えば，秘、密謀持を璃出に教師関，時iこは管理職にも報告せずに対処していることがある。また，

学校における教育相談担当者の通去の指導の中に，教鵠閣のチームワークや学校としての指導体

制を乱すとの指舗がしばしばみられた。このような学校体制の中で指導・援助を総与返していて

も，児童生徒の疲状を悪イとさせてしまうことにもなりかねないと思われる。

そこで，ここでは次のような事例をもとにしながら，学校教育相談における個・集団・学校体

制への対応をどのようじしていったらよいかを考えてみたい。

rA小学校の日教諭は，学習指導は勿論のこと，教育杷談等についても熱心な先生である。この

8教論の学級には，登校をしぶりがちなC子がいた。そこで B教議はC子を倒とか笠校させ，
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した学校生活を送らせようとして指導・援助をした。しかし，学級の悔の児叢は， B教諭

がC子のことばかりに力をいれていたために反発する児叢も見られた。また B教識が学年主

任や生徒指導主事等にもあまり相談せず一人で指導・議換していたために，学校全体の中でも

き上がってしまった。ただ、挙いなことに C子は登校控否にはおちいちず，不安定ながらも

向とか学校生活を送っているけ

この事調から，次のような課題が考えられる。

問題をもっ鬼童生徒の指導・援助をしていく上で，その指導・援助とともに学級薬開への

対応をどのようにしていったらよいであろうか。

O 担任教師だけが問題をもっ児童生徒にかかわるのでなく，学年主ををiまじめ生誕指導京事

的にかかわっていくようにするにはどうしたらよいであろうか。

ーペコ程の課題は，一人の党叢生誕に教締がとらわれすぎ，地の児童生徒が見捨てられたとい

うj義務をもったことによるものであり，これは日常の学技生活の中で多くみられるものであるo

f先生，えこひいきだoJ という感矯と共通するものである O そして，時間的にも精神的にも

一人の埠業主徒に対してかかわればかかわるほど，他の児童生徒か離れていくといった現象が

おこる O このことは，一人の児童生徒の問題解決のみに日をI向けたあまり，学級集屈への対誌

がおろそかになってしまった結果であると思われる。この場合，…入の克童へのかかわりをす

すめるとともに，学級集昌に対しても講成的グループ・エンカウンター等のかかわ均を展開す

る必要があると考えられる。

二つ呂の学校体離の詩題であるが，かかわりを分担して，チームを組んでかかわるという考

え方方沼、要になる。長欠対業委員会がただの報告会に終わることなく，対象となった児童生徒

の深い理解という制点に立ち，さらにこの児叢生徒には誰と誰がどのようにかかわるかといっ

た具体的な話し合いになっていけば，おのずから担任教師一人の対忠ではなくなっていくであ

ろう O また，指導・援助に関する話し合いにおいて，開題をもっj息数生徒の拐を教蔀iえその

実態を具体的に述べるようにするとともに砲の教務は吾分の学校‘学殺の問題として受け止

めるようにすべきである。そうすることによって，自分のおかれている立場で，何をどう援助

していったらよいかが分か札学校としての援助体制ができていくであろう O

日頃から教部一人一人が，カウンセリングマインドをもって児童生徒に対応、し，児童生徒の

轄神的鷺療の増進を図り，問題発生の予防に努め統けることが大切である C そのような体制が

できていなければ， 1閥・集団・学校体制への対応は敏速に，かつ適切にできるであろう O

4 学校におけるコンサルテーション

学校には不適正、行動を訟す克童生徒をかかえでi茜んでいる教揮は多い。それでいて自分でどう

すれば良いか，議に相談したら的薙な解決方策が得られるのか分からず，…人で思い悩んでいる O

しかし，教詩は自分の指導力が関われているような気がして，話題にすることさえためらってし

まう O そのことによって，問題をさらに悪化させてしまうことも多いのではないだろうか。この

ような状況を解決する方法として，コンサルテ…シ沼ンがある。

学校におけるコンサルテーションとは，臨床経験を持つ専門的な立場の入が，援説者(教諦や

保識者等)に対して，鬼重量生徒をどのように理解し，教育活動の中でどのようにかかわっていく

かを，ともに考え援助していく活動である。つまち，援助者へ援助する活動のことである。
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学校において，問題解決をめぐって相談係が学級担怪から援劫を求められ，コンサルテーション

を展開するときの過粧を簡瀦にまとめると次のようになる。

O 悩みや不安を聴き，指導上の需題について話し合いを議ねる。。担{壬が再び薪しい意欲をもって具体的な取り組みを始められるよう

技築部な援換を中毛、に協力していく。

※巷談係が，話題の中心とされている児童生徒やその家族に，

こと

上記のような 「相談相手J の役割を担う人 コンサルタント

相談をもちかけたクラス担任 コンサルティ

なかかわりをもたない

動きかけ

コンサルテーション

学級担任を中心とするコンサルテ…ションの併を示すと次のようになるo 国1)

管理職

図1 学級担任を中心とするコンサルテ…ション

O コンサルタント辻，コンサルティ鵠からの要請があってはじめて，相談役にな

れる。コンサルテーション辻，コンサルタント儲からの介入で始まることはない

O コンサルタントは，コンサルティ側から見れば，できるだけ独自の専門性をもっ

人の方がよい。それはコンサルティ{RIJが，コンサルタントの専門的
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認め，その専門性を必要とするから相談に来るからである。

O コンサルタント l.i，コンサルティ側の主体性を幕重する義務が為る。さらに

コンサルティのもっている経験やキャワアを重視し，その考え方や儲値観を大切

にしなくてはいけない。また，コンサルティの抱えるクライエント(児叢生徒)

の需懇に車接かかわることも避けるのが原則である。

O コンサルタントは，コンサルティとの鰐に利害関保のないことが必要である。

コンサルテーションの I<コンサルタント〉

形態の例

〈コンサルティ〉一一一一〈クライエント〉

生徒指導主事 関任 議，

管理職 生徒指導主事，担任一一親，子

専問機関 学校関謀者，

|コ川レテーションのステップ化|

①問贈の明確化→①問題の診断吋Cりかかわりについての検註→ゆ具体的提案→①評栖→金許り

守一



E 教育樟談に関する技術的な課題

1 かかわりへの準備・かかわり方の方策

教師が児童生徒と援助関係に入りたいと考えているにもかかわらず，児童生誌の方が援助関

係に入りたがらない場合どのように対処したらよいだろうか。児童生徒が接助関係ι入りたが

らないケースとして次の場合が考えられる。

O 教ffiIiは援助の必要'11を感じていても，児童生徒の方がその必婆性を感じない場合。

O 児3芝生徒が，十分話を聴いてもらえず，自分の問題が解決されないと考えている場合。

O 教師に援践してもらうことで，他の児童生徒から特別な践で見られはしまいかという不

を持っている場合。

O 相談そのものにわずらわしさを感じている場合。

そこで，教育桔設に対してこのような担否的態度をとる児童生徒に，教師はどのようにアプ

ローチしていけばよいかを，かかわりへの準機・かかわち方の方策の語から考えていきたい。

まず求められることは，児童生誌が教師から大切iこされていると実感できるような温かい人

間関係を持つことであろう。それには， 日ごろの教蹄め児童生徒に接する態度が重要にごとって

こよう。試下にその具体例を掲げてみる。

01欝々の児童生徒の良さを積極的に認め，電話や連絡帳を通して，できればその日のうち

に家集へも扱えるG

O 体み時間，給食時，清掃等，いつでもどこでも，何気ない児章生徒の会話にも積極的に

参加する。

O 児童生徒の考え方の通経を大切にする授業を心掛ける。

O 克童生徒との約束を誠実に守り，誰に対しても公平に接する。

O 教師iま岳分の考えを児童生徒にf云える諸に，兇室生徒の苦い分を十分に聴き，児童生徒

の気持ちになって共感的に理解する。

教師の詩常のこうした態戒に触れることによって，児童生徒は教師理解が深まり，識かい，

信頼に満ちた人関関係が築き上げられ，梧談に対する姫苔的な患いが薄らいでいくと考えられ

る。その上で，面接に入る場合に詑議するべき点としては，次のようなことが考えられるο

O 教育相談の PRを積極的に行う o (教育相談とはどのようなものなのかを，分かりやす

く継続的に伝えていく。広報紙や廊下掲示，集会活動での呼び掛け等)

O できる眠り児童生徒の希望を様先し，児童生徒が安心して面接できる時間と場所を設定

する。(摂iえば，不設校の子に対しては，学校に連れていかれるのではという不安の蕪く

なる放課後に行う)

O 面接の時閣をどのように過ごすかを兎童生徒に選択してもらい，直接に対する拒苔惑を

和らげる。(面接持聞の通ごし方を幾っか提訴する。)

l:t，児叢生誌が r自分の身になって，議身に開いてくれる先生だ」という患いを

分感得できるまで，粘り強く，しかも誠実に譲していこうとする意志を持つことであろう O
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2 黙って「轄く j こと・評価しないで「聴く」ことの意味

軽自の学校生活の中で，教師はトラブルや問題行動を起こした児麓生徒に対してその非を繋め，

押し付けや指示や説得をしがちである。そこで，そうせざるを得なかった兎童生徒の心ζ日を指

けることが割合少ない。時には r自分自身にも問題があるのだから設い訳などせずに自分のし

たことをよく考えてみなさいりなどと古いがちではないだろうか。このような対応、からは，児

自身が気付くことは少ない。克量生徒自身が気付きを得るために，特に，相談場面では，

常に児童生徒の発言に対して心からJfを額け，先ず，黙って「聴く J，評価しないで「聴し

ことを心掛けたい。

黙って「轄く j ということ泣 rええJ とか「うんうん」とか rなるほど」とか「ああそうで

すかoJ などと，分かつたことに対してうなずきを返しながら，しかも温かい気持ちで真剣に耳

を傾けて聴、くことである。

評価しないで「聴く」ということは，教師自身の偉人的な錨鎮判新をくださないで，相手の立

場にたって聴くことである。

では，黙って「聴く」こと，野{揺しないで「腰、く j ことがなぜ大事なのだろうか。

黙って「聴、く j ということは，藤急手が話をしないということである。聴き手が話をしてしまっ

ては，輯手は語ろうとしても語れない。また，黙って「聴く J と相手は，思考が途中で中断され

ずに詩いたいことが言えるので，話をしているうちに今まで気付いていなかったことや，心の片

鵠に押しやられていたことに気付き，あらためて自己を見つめ直すこができるようになる。さら

に黙って「聴く J ことによって児童生徒の発する言葉から彼らの体験過載をたどることができ，

声の抑揚からそのときの児童生徒の感情を受けとめ，もの巧言い方からそのときの克童生徒の

持っているエネルギーの程変を感じ取ることができるよう iこなる。

また， dばく姿勢，とがめる姿勢，なおそうとする姿勢を持たずに評錨しないで f聴く J と児

童生徒は静められたり，非難されたりする，心配から解放され，防衛的になったり，攻撃的になっ

たちすることがなくなる。

これらの結果としてカタルシスを得たり借頼関保が生れてくる。しっかりとした信頼関係がで

きれば，そのこと匝体が鬼童生徒に建設的な意欲を回復させる原動力ともなるのである。

それでは，黙って「聴く J，評価しないで「聴く J ためにはどうしたらよいのだろうか。

基本的には，自分は語らないで，児童生徒の離をあるがままに襲くことである。つまち，知的

理解にとどまらないで，言葉の背景にある感情，願望，期待なども含めて聴くように努めること

である。表情，戸の抑揚，身振りなどの非言語的な情報も大切にした欝き方をするように心掛け

ることであろう。

3 受付.II:玲完の「たしかめJ

児童生徒の話を教師が正しく理解しているかどうかを確かめるためには，どうしたらよいのだ

ろうか。それには「繰り返しJ技法を用いて，児童生徒に確かめることである。

倒えば，

r(今，話したことは)

r(今，話したことは)

-・・ということですねJ

-ということですか?J

一日



「今のあなたの話を， ~誌はというように理解しましたが，それでいいですか ?J

ぞうすることによって，教師は自分の受け止め方がましいかどうかを確かめることが出来るば

かちで誌なく，児童生徒に自分自身をより深く見つめ臨す機会を与えることができることにもな

る。

また，ことばとしては，あまりはっきりと表明されていない感懐や意味を確かめようとすると

きには，表情やしぐさなどの非詩語的な情報を敏感にキャッチしながら，その惑欝や意味をこと

ばにして，例えば，次のような識かめ方をする。

「しヨままであなたの話を開いてきて，あなたの今の気持ちは・・・・・ではないかと私には感

じられますが，あなた自身誌どん会ふうに惑じていますか?J

この応答iま，教留の推察する部分が多くなるため当たっていない可能性もあるし，児難生徒告

身にもはっきりと意識できていないこともありうるので r聞かれた質問J (yesや noで答えら

れない紫間)で確かめたほうがよいであろう O そのほうが相手は自由に話すことができるし，結

局，相手の気持ちを大切にすることにつながるからである。

4 rこと，tJの饗景への健聴

児童生能の語る言葉の普景には，様々者惑需があり，さらにその感鵠の背後には，夢・願望・

期待が讃んでいることがある。言葉の者後にあるものまでをも含めて理解するためには，どうし

たらよいのか。それには，次の 2点に留意するとよいであろう O

まずーっは，児童生徒が実際に音葉に出して話している事柄を正確に聴くことである。そして，

その事柄の背後にどんな感情があるのかをほんやりと感じ譲り舎がら，さらに，その惑渚の背後

にはどんな夢・願望ー期待が潜んでいるのかをも考患に入れながら，じっくちと話を聴いていく。

というのは，それらの夢・願望・期待が実現できなくて，あるいは実現できた結集として，様々

な惑構が51き起こされるからである。その惑{警が言葉の中に事柄と一緒にまじりあって表現され

ることも為るし，惑需が表出されずに事柄だ、けが述べられる場合もある O

様々な感情と i立主に次のようなものである。

①否定的な感情:心配，不安，不満，悲しみ，恨み，ねたみ，怒り，協しさ，空しさ，混乱

等

② 肯定的な感情:喜び，楽しさ，島信，成功感，充実感，講定感等

例えば rどうせ俺まんかパカなんだから，いつくら鎗強したってダメだよ，先生。」と訴える

児童生捷のことばの畿には，謹望感・劣等感・認しさというような感情があり r自分も勉強が

人並みにできるようになって能人から認められたい」というような願望があるに違いない。だか

ら教緯は，ことばの背設に番むいろいろなものを感じ取れる豊かな感受性を議う必要がある。

二つめは，奔雷語的表現に注目し，それらの意味する感情に敏感に去ることである C 主な非言

語的表現として，次のようなものがある O

① 身体的表情:劇をしかめる，薄ら笑いをする，神経費な笑い声をあげる ・・・

視線を合わせない，説隷が落ち着かない，現みつける

棒をこわばらせている，落ち藩きが会い，手足をやたら動かす，馬を落とす

対人距離が長い

窃 声の 表講 :トーンの持揚，声の大小，あいまいな話し方
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③ 行動的な面:遅れてくる，反抗的態度，調子よすぎる態度，乱れた服装

言語的表現よりも非言語的表現の方が本音に近い。だから，児童生徒の非言語的表現をも注意

深く観察し，両表現から得られる情報を総合的に判断して，適切な応答をしなければならない。

例えば，椅子を教師から引き離して座ったきり，黙っている児童生徒に対して 1なんか，私

とここで，こうやって話をすることに，不安を感じているみたいですが，どうですか」と応答す

ることにより，相手に語らせるきっかけを与えられるかもしれない。また 1君は今，肩を落と

してなんとなく元気なく見えるけれども，何か心配事でも ?Jと話を引き出すことがあるかもし

れない。

ただし，あまりに踏み込みすぎて，児童生徒に，心の奥底を見透かされたというような感じを持

たれないように注意しなければならない。

5 聴いたことの要約

教師が児童生徒から聴いたことを要約する場合のポイントは 児童生徒の話が一段落したとこ

ろで，枝葉を落として要点を述べることである。では，何が要点になるのであろうか。それは児

童生徒が訴えたいと思っている感情である。しかし 感情だけでは少しもの足りなさを感じるの

で，なぜそのような感情を抱いたのかを説明している「わけ」の部分を，要約する。応答の形と

しては，次のようなものになるであろう。

「・・・なので，あなたは~と感じているので、すね。」

聴いたこと，つまり児童生徒によって語られる話の中には，事実(出来事)，感情，計画(願望・

予測)の三つの要素が含まれている。〈事実〉の要素は 1-ということがありました。その状況

は・・・・でした。J，<感情〉の要素は 1-ということがありました。それで・・・・と感じま

した。J，<計画〉の要素は 1-ということがありました。それで・・・・したいのです。」とい

うように表現される部分である。

しかし，児童生徒の話の中には，これらの三つの要素が，バランスよく入っているわけではな

い。ある者は事実の要素ばかり話し，ある者は感情の要素ばかり話す。また別の者には，計画の

要素が全く含まれていないこともある。教師は どの要素が多く語られているかに注意を払いな

がら聴くことが必要である。

事実の要素の多い話を要約する場合には，その時の状況が明らかになるような方向で要点をま

とめる。いわゆる， 5W  1 Hを念頭においてまとめればよいことになる。しかし，いつまでもこ

の要約の仕方を行っていたのでは，面接が深まらない。このタイプは，感情を押し殺している場

合が多いので感情を表出させる方向での援助が望まれる。そのためには，事実の表現の背後にあ

る感情を感じ取るべく，非言語的情報(しぐさ，表情など)にも注意を払う必要がある。

感情の要素の多い場合は，様々な感情が入り混じり混乱しているので，自分のおかれている状

況を客観的に見られなくなっていることが多い。このようなときには，まず，児童生徒の伝えよ

うとしている様々な感情を，正確に鏡に映しだしてやることが先決である。これを「感情の反射

(感情の反映)Jという。「感"育の反射」を続けながら，幾つかの感情を統合するようにして感情

の要約を試みていく。

面接の過程の中で，なんども「繰り返し」や「要約」を行っていくうちに，児童生徒は自分の

話が教師にどのように伝わっているかを知ることができるだけでなく 自分が伝えたかったこと
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と教鱒から返されたこととを階、らし合わせて，自分自身を振り返ることができるようになる。

どのようなときに要約を宥うのがよいかというと，①話が…段落したとき，②語接が持き詰まっ

たようなとき， @1つ的話題治宝何度も繰り返されるようになったとき，などが考えられる。適切

な要約が行われれば，面接を新しく羅閉させることができたり，中心テー?を確認し，題接の方

向1>j-け治宝できるようになる。

これまで述べてきた要約は，教師のほうが主に面接の途中で行うものであったが，児童生徒に

要約をさせることもある。鬼童生徒が話を長く続けるようなときには rこれまでのあなたの話

をまとめてみると，どんなことになりますか」というような応答をしてみるのもよい。冷静に，

客観的に要約できるようになれば，自分自身で問題解決へと進むことができるからである。

s沈懸の理解

相談場面で児章生徒の沈黙が続くと，教師は不安になったり，落ち着かなくなち何かしたくな

る。こういう場合，焦らずに児童生徒をよく観察することが大切である。児叢生徒の沈黙は音声

的に辻空白であるがやの中では様々な動きがあるからである。

では，思童生徒の沈黙にどう対処したらよいのだろうか。

沈黙には様々な意味がある。

@何をどう言ったらいいか考えている沈黙

② こんなことを言って大丈夫かと迷っている沈黙

e 話が一段落してホッとして体んでいる場合の沈黙

@ 一生懸命，自分の心の動きを追いかけている時の沈黙

@相手の出方を見ようとして待っている沈黙

@相手に抵抗を感じたり，防権的にならざるをえなくて拒否したい気持ちでの沈黙

⑦教師からの答えを詩q気になり依存的に会っている時の沈黙

③ 自分の殻の中に閉じこもって動かない場合の詑黙

児童生徒が沈黙しているときは，まず，待ってみる。特に， CD~④は持っていてよい。

しかし，沈黙が気まずく感じるときには必要以上に待つのではなく，相手が何を考えているの

か，こちらもそれに集点を合わせて待ち，程手の気持ちを確かめてみたり，沈黙を解消させる動

きを起こしてみるとよい。

⑤なら，不安な気持ちを受け止めて「私に何を言われるか気になるんですか。」とか「ここで

話したところでどうしようもないと患ってるのですか。」というように受け止めて言葉に出して

ってみる O

@なら r私と話したくないで、すか。J とか「ここで私と話をするのが嫌会感じですか。j など

抵抗レCいる気持ちを反封する。

⑦なら r先生の答えが開きたいのかな。」とか， rf可か，待っているように患えるんだけどり

など。ただ，親和関揺ができるまでは依存したい感情を受け入れることも必要である。

舎なら r何か話しづらいかなoJとか「自分のことを話すのに誕抗があるのかな。Jと試射する。

この場会，信頼関係ができるまでは閉じこもちたい気持ちを尊重することが大切である。そのほ

か，モジモジしたりキョロキョロしたり貧乏揺すりをするなどの非言語告な表現から感じたこと

を「こんな気持ちなのかなりとか「今，どんなことを考えているのかなりとフィードパックし
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てみる。あるいは，児童生徒が最後に発した言葉をもう一度ゆっくり繰り返すのも一方法である。

例えば i何も話すことがないけと替われたら i何も話すことがない……j と操り返す。そう

すると「金供ないわけでもないけれども……」というようにきっかけができてくる。

要は，相手の気持ちにできるだ、け寄り添って言葉に出して寄ってみることである。沈黙が，メッ

セージとして何を送っているのかしっかちとらえられれば，沈黙を恐れることはないのである O

7 関いや灘間に対する「応え方J

面接場面において，児章生徒が教師に対して質問を投げかけてくることがしばしばある。その

質問の内務は，児童生徒の発達段階や部接の深まり，あるいは，教額との信頼撰保等によって様々

なものが考えられる O 重接においては，様々会雲間に対して教離が答を出さなくてもよいことが

多い。鬼童生徒が発する雲間に，教鯨はどのように対応したらよいのだろうか。

u号室生徒が興味・関心を持っていることに対する一般的な質問)

このよう令紫問に対しては i今， ・・・に興味を持っているんだ‘ね。」のような，興味・関心

を持っていることを十分に受け止めたことが伝わるような返し方をしたい。要は，言語接場揺では，

質問に対して答えを出すことよりも，震問の背景にある感情仁応じていく教語の姿勢が大場であ

ると考える O

(教婦が自分をどう思っているのか，本音を開き出そうとする質問)

呼び出し額設などでは，語接iこ呼び出されたことで懐疑的になり，時ぴ出しの意図を探ろうと

したり，教師の詣分に対する詳髄を知ろうとする。「どうせ，俺は借用されていなし￥から。先生は，

掩が悪いと思っているんだろう ?Jのような質問に代表されるものである。このような場合は，

r君は，先生に焼われているように思えてつらいんだおoJ というよう仁，糞間の裏に為る感情

を明確化して返すべきであろう。

(専門的な知識・情報の提侯を要求する安関)

例えば，数学の関認の解答を求められたときにその解答そのものを替える必要，または，答

えることができるか静かが問題となるわけではないように思われる O ここでは，教師の解答のし

かたの娃理法そのものが問題であり，分かればそれなりに応、ずればよいし，分からなければ，

ういうアプローチで分かるところまで、持っていけるか共に髄み，考えていくことが重要だと思え

る。

また i今のぼくの成績で00高校に行けますか?Jのような，博報提供を求める質問に対し

ては i自分の或績のことを考えると，志望校に合格できるかどうか不安になるんだね。」という

ように，震罰せずにはいられない感靖を明確にしてあげられる応え方が必要であろう。

思議生徒が発した質問に対して，教師は質問の内容を吟味することはもとより，その質関を発し

た児童生徒の内面を深く瑚解し，感情に寄り添った応えを返すことが大切である。実需に対して，

教師の経験や知識を無壊に押しつけることは，

みを遅らせてしまうことになるのである。

つまり，教師は児童生徒の索開に対して誠実に応じようとする姿勢を;忘れず，児童生徒が，その

誠実さを惑持できるような接し方を心掛けることが大切であると考える O

をいたずらに混乱させ，自己実現への歩
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s 感情・思考・志向 設びiこ現実的課題へのJiS答

教育相談は，党議生徒のあるがままの感構に寄り添い，よりよい自分として生きょうとする変

容の過程を援助するものである。

相談場語では，児童生誌の感情ばかりでなく思考や，志向が表出されていても現実的課題への

気付きが，見えてこないことがしばしばある。

これらの状況に対してどのように路答していくことがよいのだろうかο

原則的には，表明された感情の背景と去る経験や事実を捉えながら感情に焦点を合わせて応接

すればよい。あるいは，その経験や事実の意味するところに応答する。

額iえば rみんなから仲間外れにされているoJ という発言に対して「仲間外れにされたことが

つらいんだね。」のように感情に焦点をあてて応容すると耐接が深まっていく O

しかし，自分の本当の問題に直面するのがつらくて，自数破壊のひどさを批判することばかり

話したりする児童生徒に対してtt，r自然破壊がひどくてやりきれない気持ちなので、すねoJ と感

情に応答するより r告分の本当の問題から目をそらすために， 13熱破壊に捻惹;を舟けようとし

ているのですね。」というように，相手の思考に応、答していくことが必要になろう。こうした思

考に対する応答をすることで、議爽的課題へ吟筑付きへ近ヅくことが可能となっていくのである。

例えば r両親のfやが悪くて家にいても耐白くないoJ というよう会錨みの場合は，児童生後に

とってどうしようもないときは，児童全能の枠組で聴きそのままフィードパックすればよい。し

かし，児童生捷本人が現実的課題を避けていたり，それ;こ気付かずにいるときには傾聴している

だけでは不十分であろう O 見童生徒が今，直語している課題は街なのかということに気付かせる

ような応答をするためには，例えば，下両親の仲を長くするには，どうすればよいのかなあ。J と，

思考に焦点を当てたり，さらに rではあなたはどのようにしたらよいのかなあ。」と，今戒は志

向ぷ焦点を当てて正、答する必要がある。

このような応答をすることによって思考レベルが一層深まり，児童生徒は自らの行動の方向を

見出せるようになる。このような段階での賂答では，本人の様々な志向を十分に受け止めながら，

本人が最善の方法ι絞り込んでいけるように援易していくことが必要である。

は，感情ばかちでなく，思考や志向へも焦点をあて，自らの足元を見つめさせる必要がある

ということである。
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9 気付きと行動計画の統合

児Z量生徒が自分の問題の本設に気付いたとき，問題解決に向けて，どのよう ι行動計画を作っ

ていけばよいか，について考えてみよう。従来，援助を行う擦に，二つの方法が別々にとられて

きた。一つは「、洞察J (気付き)を中心とする方法，もう一つは「行動」を中心とする方法である。

しかし，教青現場では，これらを別々にとらえるのではなく，統合するやり方で援換していく方

がより有効であると思われる。このこつを…つの援助プEセスtこ統合したロパート・ま・カーカ

ブの援助モデルを次に示そう。

第1段階 第2段階 3段踏

J¥jレノミ 応答技法 意識北技法 は どき技法

(教師)

↓探索/自ム解/ヘルビー 自 行動化

(先輩生徒) 〈現在地〉 (13的地〉 く現在地から話的地への移動〉

国2 口パ…ト.R ・カーカフの援助モデル

自己探安から自己理解へと進む過程において洞察が得られる。それを受けて，どのようにした

ら行動を起こせるようになるかについて，児童生徒と教鯨がともに考えていくのが，カーカフの

どき技法である。手ほどき技法の中には，吾標の設定，行動計聞の作成，スケジュールや強

北法の設定，各段階の恒別化，行動北の準備，各段諮の検討の手iまどきなどが含まれている。

例えて苦うならばこんなふうになるであろう O ある子供が森の中で道に迷ってしまい，どっち

に進んだらよいのか分からない，心絹く，不安はつのり，パニック状態になってしまった。そん

なとき，子棋の前に現れた大人が子供の話をじっくり聞いてあげると，子供はだんだん途毒事にな

り，自分がどんなふうにしてそこまでやって来たのか，そこがどのあたりなのか，つまり，現在

地がどこなのかが分かつてきた。さらに，話をしているうちに，品分の行こうとしている目的地

がどのあたりにあるのかが見えてきた。そこで，その呂的地に~J達するために，道頼を書き J選

切な計画を立て，要所，要務で確認をしをがら，目的地へ安全に移動していけるように援助して

いく，ということになるであろう O

ここでは，気付き(調察)が詩られたあと，どのようにして，目標を設定し，行動計画を作成

するかについて考えてみたい。

目標の設定で重要なことは，どんな行動ができたときに目標を達成したことになるのか，その

行動を 5W1 Hにてらして明確にすることである O

仔動計画は，話標となる最終行動段階，基本となる第一段藷，問者をつなげる中間段階の主つ

で講成されている。目標とは，男童生徒が到達したい，あるいは到達する必要があると考えてい

る地点である。第一段欝は，児童生徒の現在地から吾標に向かつて藷み出すための最も基本的な

第一歩である。中間段賠は，児章生徒が毘標に向かつてラ起き進んでいく連続した段藷である。こ

の連続した段織が，現在地と目的地との関にある講をうめる働きをする。

(倒) 約 1年ほど不登校の状態にあった女子生徒が，探健室登校をするようになった。彼女が

学校に来られなくなった原因については，幾っか考えられるが，そのーっとして，国語の設業で

教科警を読ませられるのがとてもいやだ，ということがあった。再変，教室で授業を受けられよ

うになるためには，これが解決されなければならない課題であることに気付いた。このような場



合を想定して，自壊の設定と行動計画の作成を次のように試みた。

資料 1 自醸の設定と作動計画

目 標(最膝行動段階)

教室で授業中に告併す教科書を読むように指治されたときには，堂々と朗読できること ! 
ホ…ムルームの時間にクラス全員の前で出分の意見を述べる。 I

比較的詩意な教科の授業で，質問したり，発請したりする O

中陣段誇 |授業中教欝が机問巡視しているときに，自分のそばに来たら，何か賀関する O

草案員援で教離に費問し 自分の意見も述べる。

あまり親しくないクラスメートにも自分から話しかける。

第一段階 i親しい友達数人の前で，雑誌や新聞の記事を朗読する。

親しい友達数人と雑議し 自分の意見を 2回以上述べる。

面接の過程で児童生徒に気付きが起こり，達成すべき目標が意識化され，行動計爵が作成され

たとしても，計調;こ従って行動するということは，児議室生誌にとっては大変つらいことである。

各段階を通じて経験している児童生徒の感情を，教師は常に識かく受容しながら，支えていく必、

要がある。また，受容以外にも，議々な強化法が各段階で組み入れられるならば，更に効果的で

ある。各段階の白擦を達成するためには，心身を 1)ラックスした状態におくことが望ましい。そ

のためには，シュルツの自葎語11練j去を身につけるとよいと悪われる。

10 自得訓練法ぬ導入

〈自律言11練法とは〉

催眠法の研究から出発し，シュルツによって捧系化され，さらにル…テによって自律寮法とし

て麗罪されている心理生理的治療法である。

まず，心と身体をリラックスさせ，さらにに心身の切りかえ(再体制化)Jをはかることを目

標としている。外部からの不必要な耗激をさえぎった静かな場所で，ワラックスした状態を保ち

ながら，心を空つぼにし，受け身の状態(これからガンバッテやるぞ、という能動的な心構えでは

なく，心をむなしくして，次にくるものを無心に待つ状態)にして，心の中で一定の公式を流し

ていく O これを「受動的注意集中」という O この「受動的注意集中」が進行していくと，ある識

の「構神的切りかえ」が反射のように語こってきて，自律的で心理的にも生理的にも，非常に安

定した状撤が得られる O この切りかえカ哨言述の「再体制fしである。「障体総1t:J が行われると，

次のような効果が生じてくる。

①イライラや不安がとれ，心が安定し，すがすがしい境地が得られ，肉体的にも快講になる。

@岳分を自分でコントロールし，自分の状態について湖察を深めるのに役立つ。

φ心に問題をもっ人にとって r健康な心への切りかえ」という役割を果たす。つまり，小さ

なことにとらわれている自分を解殺し，心のアンバランス令状態を調和のとれた状態にもど

しバランスのとれた感じ方，考え方へともどしていくことができる。

くなぜ、自律訓練法を〉

二二道集三氏iま，学校生活や家鹿生活における轍度の緊張，学業遅滞，劣等感などから生まれる
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心身の病的状態のすべてを「学校病J と呼んでいる。例えば，次のようなものでみる。

①登校拒百植などで登校できない者。

@劣等感から学柴に対する興味や意欲を喪失している者。

①特定の教科に対する嫌感感から，成績が上がらず，果ては持経症的傾向ι諮る

④不安感，あせり，あがりなどで能力を発揮できない者。

6吃音，乗り物酔い，夜尿などの悪癖のために，集盟行動のとれない者。

舎社会性に乏しく，教師や友人になじめず，集団に溶け込めない者。

①暴力，ヌゴ引き，窃盗，いじめなどの非行にはしる者。

このような様々な開題を抱えた現状では，教育相談や学級経営や学習指導の中iニ，自縛訓練法

のような守錨範臨が広く，速効性のある方法をもっと積極的に取り入れ，相談蘭按と静用するこ

とが求められていると思われる。

くどこi二議期できるのカ守

ヨ〉
ア クラスの雰顕気づくり

イ 学習意欲の向上と学習態度の改善

ウ 不得意科吾の克巌と自詰づけ

エ 集中力・記護方・持続方のかん養と判断力・思考力・創造力の増進

オ 不安感・劣等感・あせり・為がり等の解消

@神経症・心身症などの指導と治療樟助

ア 神経症(登校拒否症，対人恐見謀議恐掠等)

イ 心身症(神経性揚症装群，拒全症，過食症，議換気症候群等)

ウ 悪癖の鑓正(チック，異営興奮，吃安委乗寺物語争い，議京，不蹴等)

エ その他 (s目前の解諮，禁酒，禁煙等)

③ 非行の矯正

暴力，窃盗，万引き，いじめ等

〈自律訓練法のやりかた(重感練習の場合))

① 準 備 ア 場所は静かで落ち着ける所。少し暗い方が落ち著きやすい。

イ 身体をゆったりさせる。腕時計，メガ、ネなどをはずし，ベルトをゆるめる。

②姿勢 ア 椅子の場合:背中を戦くつける。頭はまっすぐにし，背筋もなるべく停ばし，

あごをヲ|く O 阿見は府側ぐらいに開き，膝がやや鈍角になるように足を少し諒に

出す。足の議金体が床につくようにする。両手は藤の上に量くか棒の墳に自撲に

たらす。

イ あおむけの場合:般か布凶の上にあおむけになる。フワフワのベッドや羽根者

国は避ける。問手l主体から 10センチぐらい離し，手の平を下にして自祭に伸ば

す。手足の力を抜いてゆったりとする。枕は高すぎず，柔らかすぎないもの。

ウ 臨敷や沫に躍る場合:樫に背中をつけて，足を投げ出すように伸ばし，人の宇

に広げる。手は測樹にたらすと畳(床)についてしまうので，膝の上に自然にの

せるO

窃練習め手題行部分の練費メニュー:これを l-Aコースと呼ぶことにする)
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スAコ1 自立語11練法資料2

成専事還まii 

ことよちもを上く方に五重点を置く。 1，2，3と燃から怠を吸いながら肢を十分にふくらませる。 4で呼吸

5司 6，7，8宅 9，10とゆっく行口から見込を吐きながら，綾をへこますよう lこする。

;
i
j
i
s
i
l
l
i
-
-

と心のゆでIl/:lえる o }註;こ話iした持，日をもぐもぐさせない。

くてはj とむきになってはいけない。たどほんや与と「気持ちが務ち着いているj と思うこ

る。どうしても古書ち着かないという人i久普段の生i設のやで一被ゆったりしている場面 ~!tt'，い

うかべるとよいのたとえば，級呂に人つてのんび与しているところ，など。

く5(il]，心の中で日目える。そのあと少し問を草壁き， 5 (il]，今後はゆっくりと需品える。力んで無

うと患ってはいけ会い。あくまでも，ほんやりと重いJ と心に響かせるだけでよい。

そのあと，グー，パーをしながら斜線を前1Hこ3回曲げ伴iましを行ってから，毒事かiこ8を言語ける。

j 言集室選に適した時議示文を考えておく。 さりげなく，ゆったりと，あまち約機をつけずに 5凶唱えるc 少し間を

おさ，同じような調子で， 5題縫える。 暗示文』こをすったイメ…ジを思いj手かべ、ながら時国える。機.:t終わった

ら，何も考えずに， 2， 3分間;j{ーァとした状態でゆっくちと1*む。

式公{午護b

(関を李主く若島じゐ)

日駐主主呼吸(+秒呼吸) 3(il] 

21 安静毒事務(基本公式)

「気持ちが洛ち毒まいているJ 5lhl 

教義喜憲章湾

「毛i腕が重たいJ3 

4 

rうえ終ちが落ち章者いているJ 3似l

5 + 5 [効r;お織が重た ~'J8 

「主主腕がもとi通りになったJ 3回ヮ
'

o

o

o

w

d

を閉じる。男子綴2のi宝語家事項と伺じ。「気持ちが事事ち着いているJ 3紛

5+5(il] 「右線治安遷たいJ

H背泳ゴ主を唱える

lOi 例) (英語嫌いの場合)

f事長喜善の勉強が楽しくて， よく分か

ゐ 5+5悶

F右腕がもと通与になったJ 3閥

グー，パ}をしながら，雨続を 3固強〈昔話げ{宇ばしをする。

深呼吸を 3屈する。

「すっき与したJ と号、いながら目を言語け，大きく背伸びをする。

。
。
③
@

111後後の取り消し

分の締習である。

省略する。この織習を r1-AコースJ

たら.r 1 -BコースJ. r 1 -CコースJ. r 1 

スの内容は次の通り。

「右腕が重たいJ r右腕がもと通りになったJ の「者腕」

あとは同じ要領で行う O

F右腕J を「右是J ~こ変える。為とは同じ。

「右腕j を「左足」に変える。あとは問じo

f右腕」を f雨続両足J に変える。あとは同じ。

10はただし， リラクセ…ションを鐸るのが目的であれば，

としよう o r 1 -Aコースj がある程度できるようになっ

スム r1 -EコースJへと}II重次進んでいく O

1~11 までが l

Dコ

。J
守
司
司
、
3
4ん1
1

4

にする Oを「左腕j

各コ

r 1 -Bコース」

r 1-CコースJ

r 1 Dコ…スj

しりの代わちに「温

スJ

留意点は，次のようである。

①訴された回数はおおよその日やすであるから，きっちりと数える必要誌ない。。r1 Aコース」を必ずしも f右腕J から絵めなくてもかまわない。利き範から始めればよい0

@1 誌に 2~3 回続饗することが望ましい。

④「重たいj という表現がびったりしない場合があってもよい。要するに「力がぬけている状態J

を表す言葉であれば r軽い」でもかまわない。

@引き続き.i.義務練習へと進むことになるが，繰習の袈棋は同じである O

かしりということばを使えばよい。

⑤学校で集部で行う場合にli.重感練習だけでも十分に効果が期待できる。
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個人ノートを過した生徒とのかかわり

研究概要及び索引語

担任した生徒たちが学殺に討する所議感をもち，一人一人が神び伸びと生活してほしいと願

いながら学級経営にきちたっている。しかし，患春期に入り雛妙に揺れ動く中学生の場合，問題

のない生徒など一人もいないし，轄にiま大変気になる生徒もいる。このような生徒とかかわる

ためには生徒の心にアプロ…チする必要がある。本研究は，棋人ノ…トを通して教育梧談の開

発的機能を生かした学級経営の在ち方を考察したもので為る。

索引語(キーワード)個人ノ…ト，教青相談の毘発的機能，朱fすき， 13己変容

1 事倒の概要

(1) A男(中学校第 2学年)の実態

父， fま，妹の4人家族。父譲は精神的に不在の状況。学溜成績は不安定だが，詑力的には上

位である。性務行鞍は愛情不足からくると思われる情緒不安，社会性の欠如，協調性の不足，

穣動的な替動が見られる。そのため，学級に対する所誠感が希薄で，孤立しがちな傾向にある。

間個人ノ…トの実擁方法

今までに教青結談の理論や方法を生かした様々な手j去を試みたが r時間的市Ij約」とか r継

続性J とか「高効性」などの諸条件を満たすには，経常活動を重読した「個人ノートJ が適当

であると考えて取り組んだ。具体的には，次の擦なことを呼びかけてスタートする。

縁あって出会った仲障と先生です。この出会いを大事にして全員でこの一年開頑張って

いきたいと思います。そのためにお互いに分かち合うことが大切です。だから，ここに額

人ノ…トを用意しました。いやなこと，嬉しいこと，悲しいこと，楽しいこと，腹が立つ

こと，何でも思ったこと，考えたことを脅さ合いましょう O 書くことは考えることです。

信分との対話でもあります。書くことを過しでこの一年成長していきましょう。

これを，学級開きの「サァやるぞJ という自に始める。この日だけは家に持ち帰らせ，

年に対する抱負とか表在の心墳とか本設の感想とか，一人一人の奮い立っている気持ちを榔い

てもらい，翌吾提出させる。これは，全員が必ず書いてくる。それに対して丁事にコメンとす

るところから人関襲孫づくちを始める。次の日からは，継続させるために，帰りの会のときに

響かせ提出させる。それを放議後や金持践を科恕したり自宅に持ち婦って日を過し，生徒の気

持ちを受け止めながら，書定的なコメントやアドパイス，学級担任の気持ちなどを朱欝きする。

一行も書いてない生徒には書けない組出を考えながら語りかける。 f今註は天気がよかった。J

など事実しか書かない生徒には「それでどんな気持ちだった?その持の気持ちも書いてくれる

といいんだけどなあ。」と自分のそのときの気持ちを見つめて素藍に書いてもらうようにする。

その日，気になった生徒には「こんなことが気になったんだけど，どうなのかなあ ?Jと関い
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『司

かけるなど，一人一人に対蕗したコメントをしていく O ぞうすると，まず，ほとんど全員が毎

日提出する。

気にごとる生徒A男も一学期中は家に持って帰ってしまったり，一声かけると提出したり，軒

続的な提出状況だったが，夏休み以降は毎日提出した。

(3) 個人ノ…トに関する生徒の受け止め方(アンケート調査，平成 6年 3J]238実箆)

一年聞を通して「個人ノ…トJ を審き続けてきたことに対して，生徒たちに自由記述しても

らった。

少しめんどうだったけと告分の気持ちその強いろいろなことが先生に伝えられるという

ことはすごくいいことだと思う。

持でも書けて，それに対して先金から返事がくるのがとても待ち遠しかったこともあっ

いろいろな面で自分のことを考えさせてくれたと思いま

きたくない日とかもあったけど，何かあった時とかは響いて気持ちを拝さえられた。

私にはすっごく気の重いことが，先生に開いてもらってるみたいで、気が軽くなるときがす

ごくありました。

鑑みがあればもちろん書けるし 不安会ことを書いたちできたのでよかった。

めんどくさかった蒔もありましたが，時々，役立ったり，自分の気持ちを聞いてもらいた

いときによかったです。

というように肯定的に受け止めていた。 r書き続けて，書くことがない日はとても図ったり

とか「審議たい人だけ書けばいいと思うけという様な生徒も数名いたが，こういう生徒にこ

そ個人ノ…トは有効である O 気になる詩動があって話をしたいと患っていても呼び、出して開く

時間のゆとりもないときや，また，呼び出して心を関ざしてしまっては逆勢来になりかねない。

このよう令ときに綿入ノートを穫ってこちらの気持ちを伝えると「投徒は分かつてもらえてい

るoJ という気持ちになる。

2 実践への取り繕み

(1) 基本的な考え方

生徒と教師の人間関係を深めるには，学校生活の中で生徒と義する時簡をできるだけ多く纏

保することが不可欠である。しかし，限られた時隠の中で一人一人の生誌に接するために，充

分な時間をとることは難しい。

そこで，生徒との人関関孫を深めるために傭人ノ…トを活用することにした。悟入ノートを

通してのや与とちは書くことによる相談話動ぷ外之よらないし，持自一人一人の生徒と接する機

会を確保することにもをる。この程入ノートを毎日継続して，一人一人の使徒を肯定的に受け

止めていけば，住徒たちは心を開き，ありのままの感情を表出し，自分の問題に気付き，その

改善に向けて意識化するようになるであろうと考えた。また，そのことによって，一人一入の

生徒のよりよい自己変移がなされるであろうと考えた。

(2) 指導・援助の実際

① 指導・援助の方針

語い者に対レ心会い詰葉を註く，大きな声でわめく，ささいな事で周りの者とトラブルを

詔こす，ちょっとしたことで腹を立てて物に当たる，授業に対する取り組みが投げやり， 1青
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諦への取り掛かちが避く郡葉をしたりその場にいなし」等の現象がどこから引き起こされて

いるのかA男の鵠から理解したいと考えた。

そこで，次の様な暢きかけを計った。

ア 個人ノートを過してA男と(])信頼関保を深める O

イ A男を最も心配し，何とかしなければと考えている母親との連携を図る。

ウ 学年，教科担当等の先生方，特にA男が熱心に取り組んでいる部活動の顧問の先生に協

力をお願いする。

工 学級においては道徳、の時間や学級の時間，学級通信の活用を通して，学級会棒のそラル

の向上を躍り，一人一人の生徒が受け入れられるよう配慮する。

令指導・援助の実際

ア偶人ノート

A 努 担 任

5月27日(木)

今Eは女子パスケと試合

なので，今度は負けたくな

いと思います。陸上の練警

は00先生がいないので，

楽になったと思います。

※ 当たち樟りのないこと

五ている?坑この日

は非常に気になる言動が

あった。前々から語りか

ける機会を待っていたの

で，これに対して右のよ

うなコメントを書いて返

した。

6月7B (月)

ねむい，つかれる，はら

へる，泣く，わめく，放送

忘れる。

パスケどうでしたか。ところで話は変わります。今，学級の

やで一番気になる入はA男君です。「なんか議たされないもの

があるようで……それをどうしていいのか分からなくて，自分

で自分をいじめてしまっているような気がして……筑になるん

ですよ。きょうも，家鹿科でせっかく作ったスパゲティ食べな

かったとか。給食も食べなかったし，侍があったのでしょう。」

“ムカツク"持があったのだろう?周りの入にもイヤな思いをさ

せるけど，それ以上にA男君自身が傷ついていくようで心配で

す。 A男君とはお話しをしたいと家療訪問のときからずーっと

患っているのですが，なかなか機会が見つからずに申し訳会い

と患っています。だから A男君にはこのノートを毎日提出し

て欲しいと思っているのです。

自分を大事にしようよ O 指分の人生なのだから。

土曜日，日曜日は大変だ、ったんだ。だから，きょうは眠いし

疲れも残っていて，泣きたいようなわめきたいような気分だっ

たんだ、ね。放送さ話番は忘れるレ…“

でもね，すごいと患うよ。食事など自分のことが自分ででき

※ 土曜日に母と妹が泊ま j るようになることはこれから絶対必要になるけど A男君はそ

りに行ったが，本人は部| れがもうできるんだもの。自分じゃそう思わない?

活畿があるので行かな i 今，大変だと思っても侍でもやっておいた方がいいよ O 無駄

かった。そのため，土曜 i な経験は一つもないというもの。

吾，日曜日と一入寂しく

ご飯を食べたという出来

事があった。これは，そ

内
‘
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の翌日のもので、ある O

3月10日(木)

勉強がきっくて大変です

が，がんばりたいと思いま

す。あしたは，し為わせで

あることを難います。

3月24日(木〉

しあわせというのは多分に主観の問題です。

「自分はしあわせだなあoJ と思い込むことも長要なのかもし

れません。“あしたは， しあわせであることを頼います。"とい

う気持ち問惑です。

今日で2年生は卒業です I• こちらこそ，ありがとう o A男君との…年間のお付き合いで

今までのことをパネにして i先生の方も，本当にいろいろなことを教えられ，考えることが

ステップして行きたいと思 i できました。お母さんにもくれぐれもよろしくお伝えください

います。一年間本当にあり

がとうございました。

個人ノートに脅かれた内務は学校生活に関することがほとんであった。それは，人男と拐桂を

結ぶ上で効果的だった。

イ 母親との連携

母親との出会いは家庭訪開時が最初である。前もって「家産訪需は最後にしてほしいけと袈

請が為ったので，その点を考悲して時開を十分にとった。そのとき，母親から A男の現状と今ま

での経過が率重に語られ， A男への家経でりかかわり，学校でのかかわり方について共に確認し

合った。一年需に誌A男が岳分の気持ちを押さえ切れずに昇韓日のガラスを割ったり，人間関係

のトラブルでいらつき，家に滞って物にあたったり，特に，母親に対しては事あるごとに当たり

数らすということが繰り返された。ときには， A男に殴られる事もあった母親は，間賠が組こっ

たり，気になることがある度に議舗をかけてきた。そのときは母親の立場になって話を聴いたc

こちらからは折に触れ，学校で、精一杯頑強っている状況とか A男の良くなってきているところ

を細かいことまで具体的に伝えた。 母親がA男に対してあきらめることなくかかわってくれたの

で，学校での面接3回を合めて，母親との連携は効果的に行われた。

ウ 教職員との連携

先生方には，生徒指導協議会，学年会を鞘崩し， 1導力を萩頼した。生徒指導協議会は毎丹…加

聞かれる。 4月には身体や行動謹等で底意を要する生誌について金棒で確認をする。その時にA

については一年生の時の言動からマイナス られがちであると思われたので rA男の

舗にたって見て計ってほしい。f気がついたことがあったら荷でも伝えてほしいけとお願いした。

その後 7丹に宥われた生徒指導協議会で，学級における 1学期間のA男の変容を報告した。そ

の際，教科担誌の体育の教師から「一年の時のように友達に突っ掛かることもなく，自分を押さ

えて我'撰するようになってきた。」とか「授業中じゃまをすることがなくなり気にならなくなっ

たoJ等の報告があり A男にこれらのことを伝えることができた。

特に，部活動顧問の教師にはA男の立場をよく理解してもらったうえで協力を得た。一年生の

ときのA興の態度がもとで二年生になっても部員間に確執が残り 1月になって部活動を「静め

る。」という事館が生じた。そのとき A男の意向に沿って休部という芳三で適拐に対応し， 3月になっ

て復部した。そして 6月の総合体育大会までバスケットボ…ル諮に爵議して終了できた。
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エ学級における働きかけ

4月当初から，朝の会・帰りの会で，清掃や報活動特に気が付いたことや偶人ノートから

感じたこと等を具体的に一人一人の生徒を認めながら伝えたり語りかけた。一学期が袈わろ

うとする頃，詩人かの女子生徒から清掃時や絵食中に「先生 A男君変わったねoJ rそう，

ういうところが ?Jrお掃除をするようになったもの。Jr授業中もきちんとやっているより

等々 A男を認める会話が聞かれるようになった。

また，遊認の時間の中では，一人一人がそれぞ、れ違った錦値観をもって生きていることや

様々な生き方があることを投げかけ生徒と共に考えてきた。そして，それらの考えを互いに

認めあって受け入れて行くことの大切さ，人障は受け入れられることによって成長できるこ

と等について瑠解を深めた。それらを学級通信で紹介し，生徒たちだけでなく保護者にも伝

えている。

(3) 考察

気になる生徒A男iこどのようにアブ口…チすることが， A男自身の気fすきにつながり，自己

変容に結び付くか，担任としてできることを考え試みてきた。その結果，個人ノートや周りの

人たちの反応、治、らも分かるようにA男法確実により良い方向に変饗してきた。百定的にとらえ

られがちであったA男が偶人ノートを通して分かつてもらえていると惑じて，自分なち tこ自分

の在り方を考えるようになったことが大きいと患う 07月には自分から「ボランティア・スクー

ルに参加する。」と申し出て無事やり終え，自己変容の兆しを見せ殻めた。 8月に入って間も

なくには，母親に「これから家で柑があっても関係ない。俺は変わるoJ と宜苦し，今のまま

の自分ではいけないと気付いて訂動をし蛤めた。これ以捧も部活動内での人間関係等で揺れ動

くことがあった。しかし，入に責{壬を転嫁する事なく「自分が今までlこやってきたことだから，

S分が惑いんだからしょうがないけと受け止め，学校では自分を見失うことはなかった。そ

の分，母親には強くさきたる事が多かったので，精神的にめいることが多かった母親との連絡を

梼にし A努がより良い方i却に向かっている事を分かつてもらえるように努めた。このような

讃み重ねが， A男を支えるのに大変効果が為ったと考える。

3 まとめと今後の課題

気になる生徒を合めて一人一人の生徒が学級に所属惑をもち，生き生きと学校拡活を送れるよ

うに心掛け，教育相談の開発的機能を生かした実践をしてき

穣入ノートを中心に実践してきたが，生徒と教欝が分かり合う手段としてこれは有効な方法で

あった。個人ノートで大切なことは，一人一人の生誌が自分は肯定的に受け止められていると実

感できるように語りかけることであ与，中断することなく継続することである O この認められて

いるという実惑が生徒の自己変容に結びイすいていくように患う G

また，問題となる持問の確探は，出張や会議のない限り操りの会の後，教室で部活に行く誕の

生誌の操子を把握しつつ，短時障に索しみながら読むということで大部分解決した。

今後iま，個人ノ…トを生かして投徒たちのためによいと患われる方法を併用していくことが課

題である。鈎えば，個人面接ぷよる「聴く j こと，観察による r見る」ことなどの他に集団へ

のアプ口…チとして構成的グループエンカウンターの活用なども試み，より確かな生徒理解を心

掛け，思春期で揺れ動く生徒たち一人一人とかかわっていくことが大切であると考える O



不登校傾向のみられる児童への指導・援助の在り方

耕究概要及び索引語

本人の自己中心的な態震から学級内で排Fまされることが多くなり，腹惑を理由とする欠結が

続くようになってきた。また，保護者の養育態境も過二f渉傾向であるため，問題行動の改善を

遅らせてしまっている。そこで，生徒指導主事を中心に，学毅担任，養護教諭による構造的な

|援場体制をつくり，具体的手立てとして，教育相談，行動ブ口グラムを取り入れた鵠導・援助

の在り方について考案等した。

索引語(キーワ…ド)不登校鵠向， 教育相談，行動プログラム

1 事例の概要

(1) 不登校傾向を見せ姶めたB男 (小学校第2学年)

(2) 日男の実慧

s男は，小学校入学時より行動，議動ともにクラスのリーダ一的存在であった。ただ，幼稚

掴からの就学時の引継事項の中に やや自記中心的な面が見られるとの内容があった。第2学

年に進級してからもクラスのリーダーとしての活躍が見られたが 2月に入り，学級担任及び

養護教諭から下記のような問題点が生徒詣導主事に報告された。

(学教担任より}

担任の唐辛いところで友達に対し威在的な態度をとることがしばしば見られる。

気の合う友達としか遊ばず，グループ活動や体曹の授業では畠日中心的会意度や発言が

多い。

学級の生活に意欲を無くしたような傾向が見られ，生活全般にはりが無く，学習意欲も

低下してきた。

友だちとの設い争いが多くなり，棋を見せることも多くなった。

登校時刻に腹痛を訴え，去を校をしぶることが多くなり，そのために選刻，欠席が目立ち

姑めた。

(養護教諭より)

襲痛を訴えて来るが，これと吉った原因が見当たらない。

医師による診断でも轄別な異常は見つからない。

担任との連結の中で，欠庸の毘計を見ると，友だちとトラブルを起こした翌日から断続

的な欠震が始まり，体日暁けの欠結が多い。

(3) B嬰の生育歴及び家寵環境

B男は，鍔兄弟2人の長男であり，祖父母，附親とのs人家肢である。父親は，自営業をし

ており持補な家寵であるといえる。爵親とも教育熱心であり B男惑をIJ、学校入学と同時に学習

塾に通わせている。家庭訪需時の会話から，掲親はじめ祖父母の日男に対する期待は掻めて強

いものが感じられた。
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(B男の欠轄・遅刻・早退の状況)

4月 5月 6J1 11丹 I12月 1月 3月 1合計

欠席 1 2 11 2 2 

遅刻 。o o I 。;o I 1 I o I 1 4 4 1 o 11 1 0 

早退|
~.. 

o I o I o I 1 I o I o I 1 i 4 I 合 i 6 

2 実震への取り組み

(1) 基本的な考え方

党童が不登校を起こす場合，それ以前に，行動や言動，感構の表出などで何らかの前兆を表

すことがあると考えられる O そうした前兆を見逃さないことが指導・義助のスタートであると

考える O 児童の諒兆が見られた時，学校全体で計画的・組識的に指導・議場の方法を考え，兎

童一人一人に応じた取り組みを震関していくことが必要であろう O

そこで，学校全体の政り組みとして下記の内容を実践してみた。

令指導・援助展嬰の推進

(生徒指導主事の実践内容)

学年・学級との連絡，連携を街にし，指導・援助推進の中心となる。持に学級担軽一入

が自学級の問題とじて抱え込んでしまうことに注意し，広くf官報交換の場を設定する。また，

教育相設の実施lこたっては rいつJ rどこでJ rだれ会ち「どのようにj 進めて行くかを計

画し実践していく O 必要に応じて保護者との面接や相談を告う O さらには，不受校が改蕃さ

れたと思われる児童で為っても，再発する恐れがあるので継続観察や，必要に!車、じた指導・

援助の実践を担任と行っていく O

@ 本登校の前兆を見逃さないための方策

(養護教諭の実践内容〉

全校児童の欠結状況を把握するための自計作り及び統討資料作りの実施。(資料 1参照)

曜日等の欠席傾向をつかみ不設校の予訪のための教育相談の計画に役立てる O また，探健室

でのかかわりから，原因がはっきりしない頭燕，腹痛等を訴える児童を把握し，教管轄談，

Eールブレイング等の指導・援踏を実銭する O

(招桂教議の実践内容)

児童の行動，言動，感情表出に見られる変化を見逃さず，呼び出しによる教脊相談の実譲

や，生徒指導主事との連講を積極的に行う O 特に，不景校の原闘が学年，学級内に為る場合

は，グループ語按や個別指導などにより不変校児を取り巻く人的環境の整鐸に葬める O

(2) 指導・援助の実際

① 指導・譲助の方針

B男の欠f帯状況に問題点が見られたことにより，生徒指導主事を中心に学年主任，学級tf!
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任，養護教諭で協議し3男への指導・援助の方針を決めた。

B男の欠結には，様々な要因が考えられるので，生徒指導主事が日男との教育相談を実施す

る。(途中から行動プログラムによる指導・媛助に切り替えたJ

B男に対する教育相談寂び宥勤プログラムは，必要に応じて随時実擁していくものとする。

学級担粧が家臨諮関を過して B男の家庭での犠子を十分抱擁すると同時に，学校でB男に

対する指導 e 援助を開始することを伝え協会を依頼する。

8鳴の腹摘に対する不安を取り除くため，養護教諭が受容的，共感的態度で接し，身体的苦

痛を和らいでいく O

学年主任がB興の学殺の見童と面接を実施し B男に対する学級内の見方を客観的に把握す

る。

② B男との教育相談(第 2学年)

忌男との教脊相談iま7[問実擁した。
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(概要)

〈第 1毘一第z回〉

小学2年生のためか間接の意図が十分伝わらなかったために，学級や家でのことなど自分自

身のことから速い内容のものであった。ただ，面接を続けることには問意してくれた。

〈第 3[註~第 6国〉

第2同国喪終了時にB男に対して酷接の意国を再度伝え，第 3回目では，自分のいやなこと

や，国っていることについて話を関かせて欲しい皆を怯えてみた。意図的過ぎるかとの，心配も

あったが B男に対して間接の方向をはっきちとさせたことにより，第 3回自からは息分につ

いての内容が多くなってきた。その中で，朝になると腹痛が組こることへの不安な気持ちゃ，

母親に校内まで送られることによって友だちから変に思われないかの心配な気持ち，友だちが

告分の発言を受け入れてくれなくなってきたことへの不満な，思いなどが話されてきた。この頃

から遅刻・欠痛の跨髄が長くなり，学殺においても幾分明るさが戻ってきた。

〈第?阻〉

友だちに対する不満な感情の表出の中にも，品分の言動に対する気fせきの表明が出されるよ

うになってきた。

〈第 g回〉

これまでの面接内容を整理し rがんばり表j と名付けた，行動ブむグラムを作成し，面接

から行動プログラムによる指導・援訪に切り替えたo

@ B男の行動ブ口グラム(第 2学年〉

(概要}

プログラムの内容

朝自分で起きる。

朝食をとる。

一人で学校に来る。

できるだけ多くの友だちと強拶する。

友だちにやさしくする。

@ プ口グラムによる指導・援助の内容及び日男の変容

B男鹿身が決めた行動プログラムを自己採点させ，達成できたものにはOを付け，放課後持参

してもらう O その時，一日の君男の頑張与を十分に認め，受容的態度で接する。自標が達成でき

たときには rいつでも為そぴけんJ (揺を，生徒指導主事とお男が遊びたいときに遊べる約東を

した券〉と rなんでもそうだ、んけんJ (B男の悩みをいつでの開く約東の券)をご愛美にするこ

とを約東する。

プ口グラムを実擁する期間を 1選聞にし B;号自身がOの巨様数を20舗と決めた。実施した 1

週間，君男の腹菊の訴えは無くなり欠結も無かった。これにより B男の麗癌に対する不安はか

なり解消されてきた。この背景には，家庭に対して協力を求めたことを家族が実践してくれたこ

とと，養護教諭の受容的・共感的会態度による接し方があったからだと考えられる。

③ 8男の苛動プ口グラム(第 3学年)

(概要〉

君男は，第 3学年iこ進綾してからも断続的欠席は無く，意欲的な生活の操子をみせていたが，

2守一



----， 

10月に入ってから友達に対する感圧的な態藍が自立ち始め，自己中心的な替動も多くなってき

た。 3男の不登校額向の理関誌，友議爵採のつまずき tこよることも原闘の…つであったことか

ら，担在と相談L 友人関長の改善を百的とした行動プログラムを再設“実施することにした。

プログラムの内容

友だちだれにでも「おはよう j をいう O

先生と握手して「今誌の倍察」を決める。

お家の人に学校であった楽しいことを話す。

友だちに優しくする。

⑤ プ口グラムによる指導・接助の内容及びB男の変容

B男は，第 2学年で実施した経験があるので，プログラムを実擁することに抵誌は禁かった

ようである。また B男自身も学級の中で自分に対する友だちの対応、がよくない状況にあるこ

とは感じていたらしく，プログラムを実施する意図も理解できたようである。今関も 1選開実

施し，話様を201闘に設定した。今回は B男が目標を達成できたら，席詳えをすることを担任

が約束した。

2号館のOをクリアーできたB男の行動を受け，拍任が学級全体の前でB男の変容の様子を確

した。それと同時に霜蓄えを仔い，新たなグループでも同様の行動がとれるよう B

を鍍続して勤ました。その後 B男の問題行動は見られなくなってきたが，今後も繰り返さ

れる恐れはあるので鑑続観察していくことを担怪と確認し

(3) 考察

不登校傾向の克られたB男とのかかbちの中で特に指導*援助の上で役立った点は B男の行

動の変化を相在や養護教諭がキャッチし，素王手い対E与ができたことであろう G また，校内でのセ

クト(学級のみ，学年のみ)意識を持たず，学校全体の鍔題として対応したことも詣導・援助の

効果を高める結呆となった。また，小学校{見学年の見童に対する援助の手立てとしては，児童の

発連段階や感情表出に個人差があることからから，教青梧談のみで対応することは難しいと考え

られる。このような実態を踏まえ，教師の指示や説詩で誌なく， B男の自主告さな意欲を大切にし，

実践する頃日を具体的かつ実践可能なものに設定した行動ブ口グラム詰効果的であった。つまち，

学校における不登校傾向の表れた児童生徒に対する指導・援助に当たっては，より具体的，実践

的なかかわり方の内容や方法を，全職員の共鴻膿解の碁に確立しておくことが必要であるという

ことであろう O それには， 日頃の職員研修の砿り方にも検討を加え，不登校をiまじめ生徒指導ょ

の諸開題に対応していく教師の意識を高めておくことが重要であると考える。

3 まとめと今後の諜題

本事例iま，不歪校額向のみられる鬼盤に対する早期の指導・援助の在り方を実践研究したもの

であるが，完童の不登校額向の蔀兆は多様であち，その実態把握が国難であるものが多い。今後

の課題としては，不登校額手]の蔀兆抱擁のより具体的な方法の確立と，効果的な指導・援助の粧

り方を究明していくことである。また，本事例では生徒指導主事，養護教諭，担任それぞれが，

車接児童とかかわりを持ちながら指導拳援換を行った。しかし，鬼童の問題行動の多様化に対応、

していく面からも，全体的 -議踏の計麗を立てながら，重接援助にさきたる教師と，その教

師への指導・援助をしていく教僻や外部機関との連携をどのようにしていくべきかを究明したい。

持



登校耕激を交えた指導・援助の在り方

研究概要及ぴ索引器

不登校児とのかかわりにおいては，その生徒が再畳校に烹る道筋のどの段轄にあるかを見極

め，家胞との連携のもと，それぞれの状態に応じた績やかを指導・援助をしていくことが大岩

であると考える。そこで，回復期から設校準議題にある生徒に対し，再登校を促す省鶏な手立

‘ぇ
ム
ザ
んを敷中原校

時
九
円
胤るあでつの

。

て

た

-援助の在り方につし を通して考察することにし

蒙引語(キ…ワード 登校刺激， -按助，職員室設校

1 事倒の概饗

C子 〈中学校第 3学年〉

(l) 不塗較の概饗

小学校の頃から断続的に休み，中学校に入ると 1年生で 2か月連続して108以上体み，ま

た 2年生になり 6月から全欠となった。清襟感がなく畠分の患ったことをはっきちいえない

ので，小学校からいじめられっ子だった。

(2) 不畳校の要因・背景

② 家庭環境

爵袈，締，本人の 4人家族である。姉は，実の姉ではなく養女で，さらに，本人とは10才

年が事量れている。年をとってからの子どもなので，姉は「恥ず、かしい」とよく母親に言って

いた。家族の中でリーダー的存在の姉と C子とは，あまりうまくいってをいようで，輔がい

るときは，部躍に閉じこもっている。

②生育歴

両親が結婚して10年経っても子どもができないため養女をもらった。そしてさらに10年

経った母親43才の特にC子が生まれた。投まれたときは，未熟児で 1か月半保育器に入った。

さらに寝返りも 1年ぐらいできなかった。 1才児検診で訓練所に行くように保健所からすす

められたが，治療を受けをかった。発育の不全については，母親は気付か奇かった。姉に神

経を穫って育てたので， c子は自由に育てようと思い，何もやらせず叱りもしなかった。 c
子と母親との会話はほとんどなかった。 c子は保育罷勾頃から霊園渋ちを見せていた。

① 性格行動

男の子に恐'簡を感じている。漫語が得意で，ぞれ辻長続きするがその誌かの事にはあまり

興味を示さず，遊び、の輯はごく限られている。

2 ~践へめ取り組み

(1) 藩本的な考え方

登校刺激は，再設校への有勢な手だてであると問時に，子どもたちの心理状態によっては，

内
《
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かえって悪化させてしまう場合もある。そのため，どういう時に登校刺激を与えた方がよいか，

という自安をもつことは大変難しいように思われる O そこで，逆の立場で，登校刺激を与えない

方がよい場合について考えるならば，やはり，朝になると腹撒，頭痛，吐き気などの身葬的症状

を示すときには控えるべきであると常えよう Oまた.[!!I義製]や登校への準儲患にある子どもであっ

ても，教師が焦って登校させようとすると本人の意識と龍からの檎きかけに対する不安からバラ

ンスが崩れて，自ら描いた行動や気力が退行してしまう恐れもでてくる。基本的には碍査校のチャ

ンス辻本入がつかむものであるから，裁や教師は登校できる力が付いたかどうかチェックしなが

ら霊校できるような穿菌気をさりげなく出していく必要があると考える O

つまち，本人の活動への王体性が十分に満たされ，気持ちが明らかに学校に舟いてきたと判顕

されたとき，設校刺激等の方法により再設校の足掛かりを与えることが可能であると考える。

自登校刺激について

:<) 朝，起こして割線を蕃せようとする。

:<)査校への動ましゃ叱号。

:く〉 電話や家騒訪問で，査校するよう促す。;。 輯，教師や友速が登校させようとして家

に立ち寄る O

O 遅刻や早退しでもよいからと登校を促す。

O 親や教障が子どもを車iこ乗せ，力ずくでで;

も学校に連れ出すo

O 学校や友達のことを話題にしたりするo

O 出席日数や進級のことに触れる。

<) 行事予定表や街組などを届ける。

一査校輯激を号えない方がよい場合---，

:φ 身体的症状を訴え，表情が緊張

している。

:+ 朝， トイレに入って出て来ないo

:+ 担任や級友が迎えに来ると臨れ

る。

:・教幹警は晃三よくな与，勉強もし

ない。

:+ 日曜日や休日には身体的疲状が

ない。

など

など
ーーーーー---------・ー直也白血叩叩四 ω ぬ問問叩即冊悶...ーー.-・ーーーーーーーーーー--也必必匂ーーーー--------ー

国指導・護助の実際

@指導・譲助の方針

C子は 2年生の 6月に金欠になってから，母親iこ付き添われ，市内にある適正、指導教室に通

うようになった。翌年 3年に進級するに当たり，生徒指導主事を交えた学年会を開き，適応、指

導教護の経過をふまえた上で，今後のC子への指導の在り方について共通理解が図られた。そこ

ではまず，学教担径の方から C予の不適正、惑が主主管誰を含んだ家底環境と，同級生によるいじめ

の関惑が原題しているため，時罰をかけた段階的な指導が必要であるとの話があった。また，

校できなくをってから，母親はC子のために時間を惜しまず関わってきたことが報告された。ぞ

れらのことから，次のような:方針で指導・援助を進めることにした。

O 担任と本人との関採づくりに努める。

O 学校，家庭との連携を饗にし，学校の構報を与えたり，再登校にi向けて境問正しい生活のリ

ズムを取り戻される。

O 友達のはたらきかけにより，外出する機会(体力をつける意味でも)をもたせるようにする。

n，，勧
内
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O 本人の状況によっては，楳鍵室経校や職員室登校など登校しやすい方法での再登校をうなが

す。

O 不登校生誌についての共通理解を関与，校内の揚力体制をつくる。

② 去を校刺激を交えた C子へのかかわりとその変容

AI登校刺激を交えたC子へのかかわりと経過 C 子 の 変 容

4 A I (欠;吉全欠)

. c子は，不笠校に令ってからは年生の 1 ・はじめの頃は身構えていたが，そのう

6 A)車内の適略語導教室に通毅してい j ち好きなアニメのイラストの話になり

たが，進級と共にそこを卒業すること i帯意になって教えてくれる。

になったO しかし，状況的には少しも変 1 ・数崩家展詰問するうち， c子のかいた

イラストの色塗りをー絡に計うように

なる O

わっておらず，新年度になってからも，

欠席が続く。 4月に担任となってから溜

2疫のベ…スで家庭訪問する。できるだ

け学校の話は避け， c子との信頼関係づ

くちに努める。

C子はイラストをかくことが皇子きだった

ので，そのことを話の糸口とする。ま

C子と親しかった友達に抜頼し，定期的 i巷 4A末の5曜日，学校の前を通り友達

に家の方へ遊びに行ってもらう O の家へ遊びに行くなど心壊の変fとが見

られるようになる。

5月(矢!市 10 8) 

.c子との関係が打ち解けてきた頃 rも

し，学校へ来て生活するとすれば，どこ

-このとき C子は「職員議なら…… ?J

と一言洩らす。

がよいかoJ と尋ねてみた。

・4月からの様子を見ると，努力・同穫期;・笠校準儀期を経て， 5丹の第 3週目か

からまま校準構期にさしかかってきている i ら母義に連れられて登校する。職員室

ように思われたので，母親の協力を得， I で 1時間ほど好きなイラストをかいて

職員獲登校への段階的な取り組みを始め i婦る O

ることにする。 I翌日から 8日連続で登校する O 職員室

。話常生活のリズムを整える O

毛主野きな時間iこ親とー轄に職員

自分のベースで生活し

{命親は送り適えだけ，

る。

で2時間生活して知る。休み時間は伸

し! のよい友達と楽しそうに過ごす。

においてひ I.登校しはじめて 3日目からは，母親は

玄関までの送り迎え，職員室でひとりとりで生活させる G

今、v
内

4
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月 i登校制裁を交えたC子へのかかわりと経過 C 子 の 変 容

5月 I@)一般生徒とは登校時間をずらしても， I で過ごせるようになる。アニメ風の物

できるだけ朝から生、活できるようにす i 語をかくことに熱中する。

る。

①休み時間，仲のよい友達を職員室に来 j

させ-----緒に生活させる。また，先生方

から言葉かけをしてもらう。

6 J1 I (欠!輩 4日)

-学技生活のリズムを少しでも取り戻させ|・毎日 8時40分，職員室登校する。母親

るため，職員室登校させてからの生活の i とは通学路の途中までー露。 3校時終

改普を図る。 I 了まで過ごして矯る。漢字ドワルを 1

①授業時詞にあわせ，本人が得意とする; 特需行うようにをる。高校のパンフ

漢字ドリルを行わせる。教科担当(J)先; レットについても時聞をかけて見るよ

にも協力をいただく。 うになる。また，入室・退室のとき，

窃高校のパンフレットなど道路資料を随 i 先生方に挨拶ができるようになる。

時提供する O

7月 I(欠席 。日) -職員室受校であるが1Bも抹まず学技

. 1ま校したら，必ず 1-2時間問題集を行 I ~こ来る。かなち学校生活の 1) ズムを取

うようにする。 I り戻す。

悼み時間，友逮と夏休みの計画を楽し

そうに話す。 も明るい。

く考 察〉

4月中の定期的な家賠訪問により. c子との佑頼関係を築けたことや，母親が学校に持して諺フ

的な態度で望んでくれたことが功を奏L，不安定ではあるが比較的早く設校(職員室登校)を再書

することができたように，患われる。また， c子に犠きかけをしたときは，必ず母親から掃宅後の事

について連結をもらい，軌道穆正をしながら耳元り組んだ、。結果的には，このことが本人の意思4

尊重することにつながち，J1を追って状況が好転していったものと考えられる O

月|登校刺激を交えたC子へのかかわりと経渦 C 子 の 変 容

9月 I (欠席 11日) -豊百続的な登校で，接れた様子がありあ

-夏休みあけ，生活のリズムを崩し，欠露; りだ、った。顔の表鵠もすぐれ会い。 3

が続いた。家難の協力を得 5月のステッ: 選Bあたりから自分のべ…スをつかみ
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月 I~登校制識を交えた C子へのかかわりと経過 C の 変 容

9月; プを踏んで学校致活に麗11染ませるように! だす。

する。また，体育怒の練翠があるとき iま.I 体育祭の練習時は，開放的な気分も手

本人と話し合い，できるだけ外で見学す

るようにした。

おって，木陰で見学していた。練習の

合開，ま識と話が弾んでいた。

10月 I (欠布 5時)

・学校生活のリズムを取り戻した頃漢字(ー持持手で抵抗示すこともあった

や計算のような基本的学習をする持誇を iが，誌々にわから三ょいと Eで合図し，

l日の中に計画的に位置づけさせた。 I索開してくるようになった。

llJ:J I (欠席 5日)

・本人の状態が安定してきたので，職員

で鉛食をとり，授業終了まで学校で生活

るよう鵠きかける。

. '"ゅに配膳してもらい，給食をとるよ

うlこなる O クラブのある金曜司と土曜

日は，職員室で授業が終わるまで過ご

い友達と一緒に帰る。気がむくとク

ラブに参加することもある O

12月 (欠席 1日)

・私立の入試期間中，教室で主揺するよう;・入試期関中 1Bだけ，学級に来

勧めるo する。かなち緊張していた。

く考 察〉

9月の欠席日数が増えたのは，夏休み中い不登校時の生活状態に戻ってしまったためと患わ

れる。しかし c子は 1学期に職員窓主主校できたことで，学校への抵抗惑が薄れて折 5月の

故り雑みを踏襲することで，登校を再開した。 2学期は不安定登校から安定費校にIIJ]かい，体

力的な面・轄神的な面，両面において前延長が見られた。 3学期は風邪による欠席のみであっ

3 まとめと今後の課題

不登校の児童生徒のたどる経過は， 誌なく，子どもの性諮や家底環境の違い， -援

助の開始時期，方法の違いによって為る時期がなかったり，また非常に短かったりなど様々な経

過をたどり，事倒ごとに現れ方が違うことをしっかりと理解しておかなければならない。

本研究で取り上げたC子の場合は 2年生の 6月に不登校状態、に諮ったが，地機関との連携も

スムーズに行われ，比較的早く剖復期を迎えることができた。また，学年会や職員会議において

情報交換と共通理解が十分になされ c子の心理状態、を考麗しながら豪校頼識を交え -援

助を段階的に行うことができた。結果として，職員室登校という形で学校へ来れるようにごより，

さらに局りの働きかけで日に日にたくましさを増していったように恩われる。
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不霊校生徒の保健室登校をめぐって

研究概要及び索引語

学校を「恐怖の場j から「大好きなところJ ，こ変えた保韓室歪校，ぞれは r教室経校Jへ

の…つのステッブと考えられているが，不登校生徒にとっては，ぞれ以上の意味があるように

思われる。これは，養護教諭を中心とした多くの教師たちとの描かい人間関係を棒験し次第に

表需が明るくなり，留年のつらさをもプラスに考えられるようになった生誌の事例である。

立ち者としてのチームリーダーを中心とした教詩たちの効果的な連携の在り方について考察し

た。

意引語(キーワード保建議登校 チ…ムリーダー 登校刺激

1 事例の概饗

(1) D子のプ口フィール

高校 3年伎の女子。実技を伴う体育，芸番号，家庭などはあまり得意ではないが，それでも総じ

てどの教科の或績もよく，また営に努力志怠らないので，上位の成績を雑持してきた。中学時代

に辻剣道初段を翠得しており，大抵のことは人並み以上にこなすことができた。そのような自分

自身に持して，ある種の誇りを持っていた。しかし，勉強以外の設常生活上のこまごまとしたこ

とにはあまり自信がなし母親に絃存する部分が多い。性格的に11，何事もきちんと，完全にし

ないと気がすまないようなところがあり，世間体や周りの践を気にする鎮向が強い。

家族構成11，碍裁と二人の妹，それに母方の拒母の 5人家族である。父親は公務員，母親は家

と子供の世話をしながら，

(2) 問題の概要

もやっているO

2年設の夏休み明けから D子は頻繁に保健室に仔くようになった。教室で皆と一議 を

受けることが苦痛になり，気持ちが悪くなるという症状がでてきた。 2年生の後半のころには，

っかり体講を議してしまい，援揺の診断を受けたところ，身捧に異常はないということで，靖

神科へまわされた。そのことがD子にとても大きなショックを号えた。それまでは普通に高校に

行色大学へ行って，就職をする，という考えがあたりまえのように思えていたのに，急に「落

ちこほれてしまったJ と患うようになち，もう何もかもがどうでもよくなってしまった。あと 3

時期休むと欠席時数オーバーという教科があっても，体が動いてくれない。体力的にも，またそ

れは上に精神的に，追いつめられた状態に陥っていた。それで、も欠席時数はどうにか限度内にお

さまり，。子はやっとの思いで進殺することができた。

3年生に進級はしたものの，登校できるエネルギーはほとんどなくなっていた。話業式の臼に

設校しただけで，その後は不景校状態になった。夏休み暁けに約 1か月はど保韓室へ登校してき

たが，再び来られなくなった。その学年は158B欠錯し，原級留監となった。

2年生の後半から 1四目の 3年生までの時期は D子にとって人生最大のピンチともいうべき

つらい日々であった。この時期は，学設をやめること以外に道はない，と考えていた。「惜年す

るのはすご、い不臭J という意識で閉まっており，世間体がとても気になる時期であった。それで

る一



も留年が決定的になってからは，皆年という現実を受け入れられるようになり，もう一度3年生

をやってみようという気になった。やは与学校への執着がかなり強かったからで為ろう O

二回目の 3年生のときにl:t，欠席日数は21日に減少するが，出席日の誌とんどが探健室設校で

あった。教科担当からその日の課題をもらい，保健室で鶴強することが多かった。保健室で学習

を続けるうちに D子の表情は徐々に明るくなち， を取り蔑してきた。教室へ行くのはまだ

困難であったが，査設して保健室へ行くのには，まったく抵抗を惑となくなった。むしろ保健室

登校が楽しくなってきたような様子であった。

保鍵室での学習を教科の出露として認めるか否かについて，職員会議で話し合った。その結果

謀議や補講等で議充し出席扱いとして，卒業を認めることになった。

2 実践へめ叡り組み

(1) 基本的会考え方

D子が不登校になった原因を考えるとき 誘因となったと思われるある体験を検討する必要

がある。 D子は高zの夏休みに子機校の夏麗講習に拳加した。都会の混雑，子構校での張持つ

めた緊張感から犠震のストレスを受けて D子iま{本調を崩し始めた。受講生の集団からかもし

だされる怠の詰まるような君主囲気に圧観され D子の不安は…層大きくさとった。接強に対する

不安，集匝の中でうまくやっていけるだ、ろうかという不安，みんなの前で気持ちが悪くなって

をj寅じるのではないかという恐れのようなものを抱くようになった。また， D子の性慈傾

向が，これらの不安惑や恐怖感をー署増大させることになったのではないか，と思われる。

このような観点に立ち， D子への指導'搬助を行うとすれば，まず D予とよりよい関係を

作り，受容的，共感的にD子を理解しなければならない。話を十分に聴くことによって，不安

惑を和らげることができる。ある穂度安定した段階で，直面する問題を解決するための方法を

一緒に具体的に考えていく。

① A教諭のかかわち方の基本

ア P予の自立を最終的な自標とする。

イ D子とよい人間関係を築く。

ウ どんなに欠轄していても，クラスの一員であることをいろいろな方法で怯え続ける。

エ 本人の意思を禁視しての登校剥識は与えないで，ゆっく与体ませる O

ォ p予の親を共感的に理解すると同時に，親と D子のつき合い方を共に考える。

③ ‘保龍室ファミリー'のかかわり方の基本

ア D子の?学習の場所J だけではなく r心の賠場所j をも織保する。

イ 冗談を言いあえる関係を作る。

ウ 家接的な雰囲気を作る。

エ 明るい話題で話すように心掛けるo

m 指導・援助の実際

Q) 3学年時の一人目の祖任 A教諭の行った指導・援助

ア 不設校状態にあったとき

2週間に 1田の割合で家庭訪問を行った。家斑訪問をしない避は電話をかけた。大人

の場合，訪問すれば会うことができ，世関話や身の回りの話から始め，自々の生活の様子や



趣味の話，翼子のょいときには進路や勉強方法の話などもした。もっぱら受容的，共感的iこ

聴き，繰り返しゃ明確化の技法でr.ちじた。経校科識や抑しつけは極力控えた。

毎週 1晋定期的に親と面装をした。 はじめは母親，そして 2か月後には父親に学校に来て

もらい，子供の様子や親の苦悩を受容的，共感的に受け止めた。また，子供とのつき合い方

について共に考えた。母親には 1か丹題のD子とのやり取りをメモにとってもらった。そ

して，それをもとにして対応の仕方について話し合い，変えたほうがよいと思われるものに

ついては争率直に私見を述べた。

保鷺室主ま校を提案し，登校剃激を与えた。留年の恐れがでてきたので，少しちゅうちょし

ながらもあえて押してみた。しかし，やはり健鍵室にも来られなかった。

イ 保韓霊登校ができるよういなってから(この時の担荘はB教諭)

2:i題題に 1• 2回保憶室に行き D子と雑談した。 D子がいないときに辻，養護教議の j

さんと話し合いをもった。

月に 1関ぐらい，開室で、部接を行った。日ごろ考えていることや悩んでいることをお子は

穣撞的に語るようになってきた。

不安定な気持ちを安定させるために自律言11諌法の練習をしてiまどうかと提案したが，

絶された。

D子の同意を持て，催眠状態に誘導し，自信の語復の暗示を与えた。

教科に関する質問に答えたり 勉強方法を指導した。

φ 3学年時の二人目の担任，話教諭の行った指導・援助

新しく担任となったので，前説桂のA教諭と共に 4J]初めに家謹訪関をした。 D子と両親に

いD子が設校したときに，緊張や不安が少しでもタなく去るように艶躍した。

D子を特別扱いをしないように心掛けた。

出欠状法や各教科の欠席時数を正確に把握し，適時9子に知らせた。

クラスに欝きかけて D子がクラスになとめるように警めた。

③ C学年主イ壬 (3学年 l回目)， D学年主任 (3学年 2回目)の行った指導・援揚

D子を理解し，支持する方向で学年集団をまとめた。

@教育相談活動を行っている主教諭の行った指導・援助

しばしば保憶室に行き，受容的，共感的に話を聴き，心の支えとなった。

保憧室や鵠の部屋で教科指導を行った。

⑤ F教諭， G教諭の狩った指導・援助

保健室や他の部躍で，喪主的に，教科についてD子に個人指導を持ったo

e 学校長の行った指導・援揚

ときどき保健室にやって来て，それとなく溢かい設業をかけた。

D子の環扶をよりよく理解するために，医師や関係者の意見にも十分に耳を傾けた。そして，

卒業の認定に当たっては D子の可能性を信じ県下でもあまり例のない保鍵室登校を認める

勇気為る決斬をくだした。

e 国書館前書，駐さんの行った指導・援助

保健室が使えないときには開書館で勉強した。そのようなときに，日子にとって居心地がよ

くなるように様々な気配与をした。心をほぐすような語ちかけをした与，一般生徒が多い場合

。ハv
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には背番室iこ招き入れた。

@ 保健室ファミリ-'(1)在った指導ー援助

‘保健室ファミリ一切メンバーとは保健部長の I教諭，養護教諭の Jさん，実習助手の五さ

んを中心とした楳韓室の「住人J たちである。探護部長の I教諭は，いつも冗談を言っていつ

の聞にか吉子の心を開いてしまうようなイキなお父さん，養護教諭の jさんは D予の気持ち

をいつも大切にしてくれる優しいお母さん，実習場手のKさんは D子と…緒になってはしゃ

ぎ，ときには9子にやり込められるような鳴るいお姉さん。さらに，もう二人，時々クッキー

をもってきてくれる欝のおばさんのような，家庭科の L教諭，また，ひょっこりやって来て「俺

が来たんだからお茶ぐらいいれろよ。きょうはなにやってんだ ?J と少し「乱暴にJ髄まして

くれるお兄いさんのような体育の民教論も， D子を支えてくれた人たちであった。これらの人々

のかもしだす識かい，構えのごよい雰閥気の中にいるうちに， D子は少しずつ明るさを取り渓し，

気持ちは安定し，毎岳登校できるようになっていった。

(3) 考 察

この事例を通して次の 3つの点について考えてみたい。

φ まず，チームリーダ…の必要性について考えてみよう。本事例では，多くの教師が積別にそ

れぞれ独自のやち方で D子にかかわってきた。控径は本人とその親に働きかけ，時にはやわ

らかく笠技鵜激も試みた。学年主位は学年集団をD子理解の方向にまとめ，教宵相談の実読者

は治子を共感的に理解し，よく話を王寺いた。教科謹当者は個人指導の形で教科指導を行い，間

は保接室と協力しながら，溢かく受け入れてくれた。管理職である学校長は職員の考

えを尊議し，保龍室受校に深い理解を示してくれた。

各様助者と D子とは「縦糸」で結ばれていたに違いない。しかしながら，議助者同ごとの連携

という「横糸」は，必ずしも十分に結ばれてはいなかったと思う。この事例では，たまたまそ

れぞれの緩換がうまく生かされたが，いつもうまく行くとは限らない。ばらばらの援勤が生徒

をー麗濯乱させたり，立ち藍りを麗らせることもあろう O そこでさらにきめ細かい指導・援助

を行うためには 1縦糸J だけの「線的な指導・援助」ではなく 1縦糸j と「横糸J で織与会

す li極的な指導・援助」を工夫していくことが必要なのではないだろうか。

では 1面的主主指導ー援揚j として，どんなことが考えられるか。それには「横糸」をうま

く束ねる役割をする人がいればよい。横島義昭氏はそのような人を fチームリ…ダー」と呼ん

でいる。 (1チ}ムを濫視した学校での相談話動J rr月刊学校教脊相談J 1994， 3所収)

「チ…ムリーダーJ はオーケストラの指樺者のような役割を果たす。「チームリーダ…」は譲

勤者の中から選ばれ各援場者がどのように鱒きかけているかを把擁していて，それをf患の援

助者にも詰えたり，また必要に応じて援助者を召集して協議を行う o

不登校生徒が出た場合でも，このようなチームリーダーがいるならば，学校には人的資諒が

豊富にあるのだから，効果的な指導・援助が期待できるのではないだろうか。

e次は保鍵室の重要さについてである。本事斜で特に強調したいのは‘保健議ファミ 1)-'の5

に対するかかわり方会サド常に適切であったということである O 採鐘部長の I教識は，保艦室

登校の初期の段階で D子をよく観黙し，捜本的には明るい性格の生徒であると判断した。そ

こで蕗分は「だめおやじ」にな 1)，笑いがこぼれ出るような話や有動私心掛けた。養護教諭の

J さんは D子といっしょになって笑い，擾しい母親役を譲じた。それぞれの役割を意識しな
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がらも，自然に振る舞うことで，集鷺室には家族的な雰関気が作り出された。息の合ったチー

ムワークで，おままいり指導‘援助が更に効果的に作吊したものと思われる。

卒業談、 jさんに出した手紙の中でD子は次のように語っている。 r.・・もし私のまわ

りの人が立を世絡でいう「落ちこlまれJ みたいにあつかっていたら，私はたとえ卒業できた

としても「留年したJ という事実に対して世間にもう顔向けができなかったと思います。 翌

年しているということが全然気にならないほど周りの人たちは私を温かく迎えてくれ，気を

能ってくれたからです。・・・そして保健室にいつも快く避えてくれた j先生には感謝のし

ょうがありません。学校に行くことニ授業に出ること，というのはとてもあたり請のことな

のに，それができない私に「最初から保健室へ行くんだと思って学校に来ればいしりといっ

てくれたとき、本当に私はうれしかったのです。そこまで私が学校に行きやすいように悲を

理解してくれて，とても本はうれしかったのです。・・・おかげで学校は私にとって「恐d箭J

の場所ではなくなりました。・・・学校へ行くことを毎吾死ぬような思いで登校していたこ

ろと比べると本書に雲泥の蒸です。季五の学校といったら保健室でした。私がこの様韓議登校

を認めてもらえなかったら・ o 本当にぞっとするような状態に、今あったと思いま

す。・・・この 1年轄で「人並みJri堂開捧j ということに'lとんどこだわらなくなりました。

それに入を龍克の詰で見ごよくなりました。 ・・・この 1年間は確かに人と比べればγ イナス

であるし，また私としても大変だった 1非開でした。でも，やっぱりこの 1年聞は高校生活

の中でいちばん充実していたし，いろいろなことが考えられたし，留年しなかったら決して

知りあわなかった人たちとも親しくなれたし，とてもプラスになった 1年間でしたoJ D 

のような不登校生徒にとって，保慨窓がどれほど重要な意味をもっているか，あらためて

識する必要があると思う。

③ 最後に，登校刺激の与え方について考えたい。登校に限らずどんな行動を記こすにも，

初の一歩を踏み出すのには，かなりのエネルギーが必要である。 D子が保健慈愛校をしてみ

ょうかと考えるようになるまでに拙任のA教諭は，幾震となく登校耗激を与えてきた。も

ちろん初期の不安定な時期には登校料激はしない。為る程度気持ちが安定し，学校のことを

話題にしても不快な気分にならないときに，登校するための幾つかの方法をさらりと

方法を提示するだけで為って，業るようにと強挺するわけではない。選択設を幾っか用意し

どういう方法なら歪校できそうか，徐々じ心の中で準犠してもらうのである。そのときに

任できなくても，いっこうに携わない。現状では無理なのだと思えばよい。しかし，機が熱

せば，きっと何らかの方法を自分から選んで行動するようになるものだ，種をまき，水をあ

げながら，ゆっくりと待っていればよいのだ¥ということが本事例から改めて確認でき

3 まとめと今後の諜題

(1) 校内できめ細かな指導・援助を行うために，援助者が「協働」できるようなチームリーダ

制度を取り入れる。

(2) 保徳室の役割の重要性と特殊性を再確認し，保欝識が孤軍奮闘にならないように支援する。

(3) 不登校生徒がなるべく早く再登校できるように登校刺畿の適窃会与え方を工夫する。

尚 D子は卒業後，希望の心理学科に入札勉学にそしてサークル活動に意欲的に家り組ん

でいる。 。子からの手紙の中の「立は今，学校が大野きですJ という文章が浮き立って見える。
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コンサルテーションを生かした

不器校傾向児童への指導・援助

研究概要珪び素吉i語

学級担径が不登校鎖向の児童をかかえて，自分でどのよう -援助すれば良いか，識に

和設したら的確な解決方兼が得られるか，…人で思い悩んでいた。その際，担任は児主主や保護

と接するにさきたち，生誕指導主事以外に学年主任，管理職，時には福祉事務所の担当者に鬼

業理解や事例理解などについて一緒に検討してもらいながら 短章や保護者の変容を知ること

ができた。

(キーワード)本登校穏向，コンサルテ…ション，福祉事務所

1 事例の概要

家庭では子供たちだけで過ごしている時間が長く，母親は食事のt服毒も溝足にできない。

母親は離婚後 E男と妹を養育することになり，誌は実家の美容室，夜は飲食屈で働き，

は午謡 3時過ぎになることが多い。 E男は，母親が朝起きられないのと比例して，登校をしぶる

ことが次第に増えていった。登校する持は，抹(小1)を含め，母親の車で送ってもらうことが

多くなった。

連刻をする時は，約 2時間税度の遅れである。朝食をとらずに登校することが多く，忘れ物も

多い。

(1) 忠男の概況(小学校第 4学年)

{母性轄・行動

・ささいなことでもばかにされたと患い込んでしまい 友達とトラブルが多い。

-その場では「いや」と言えず，家に戻ってからかんしゃくをおこすことが多い0

・とても神経質で，心配事があると給食も十分とれないでいる O

②生脊歴

ー保育閣と幼稚園の時，登区立しぶりがしばしばあった。

@ 家庭環境

e 家集講成 母 (39才)，忠男，抹(小学校第 1学年)

@ 欠部・遅刻状況

1年(平成 2年度) 2年(平成 3年宣 3年(平成 4年夏) I 4年(平成 5年震)

失態18B運梨39B I欠産27B遅刻51日|欠席29日遅刻48日 i欠席19日遅刻37日
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① 1年生から 4年生までの性格，行動の種子及び学習への取り組む様子

性格，行動の様 習への取り組む様子

1 明るく人なっこい。苦いたいことは 1 やればで、きる力をもっているのにやろ

はっきり言えるが，相手の話をよく開く!うとしないことが臨立った。提出物も催

年 jこM 汁分できない。マイベ…ス。遊び i裂きれないと提出でおないことがあった

lゃ作業は途中で龍きてしまうこと多い。 I図工は詩きでよく取り組んでいた。

自己管理力が不十分で忘れ物が多く， 理科や国工が大好きで，意欲的に耳元り

杭の中の整理がよくできをい。ひょうき|組むことができた。その反面，書くこと

んなところもあるカ三時々カッとなり口|をおっくう治宝るところがあり，ノート

ゲンカが多かった。マイペースであまり!入や操り返しの練習会ど声を掛けないと

u:囲 践にほい 最後までやり通せないことが多かった。

- ， クラスのみんなとー諸に活動しないで| 学習意欲は全般的に乏しく，常に気を

ー 1 ぼんやりしていることが多く，その都度!艶ってやらないとうまくいかない。みん

喝を配ってやらないとうまくいかないこ|なと協力して学警することはほとんどで
年 γ

と詩が矧宮

友達とのささいなことでのケンカが絶 i 学習意欲が{器忌く，ノ一トも自分から書

えずず、，友達関採に不講をもつことが多 iこうとしないことが多くみられた。いつ
四 I_ ---- -I 

かった。 Iもイライラしているようで，学習にほと

年 I_， 

キックベースポールやドッヂポ…ル. Iんど集中できない。

サッカーなどの遣をぴも積極的によびかけ

れば参加することができた。

2 実践への取り組み

日) 基本的な取り組み

E男についての環境や状況の把握に努める。

生徒指導主事や学年主任，福祉事務所等とのコンサルテーションを生かして語接を中心と

した指導・援助を進める。

家庭訪問等を実譲し，母親との話し合いを進める中で連携を強める。

(2) 指導・援劫の実諜

(E男や時親へのかかわりとその変容〉

E男や母親へのかかわちと経過 コンサルテーション|豆男や母親の実態と変君子
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9 度重会るi墜刻を しようと を掛 . 母親の昼夜犠く生活

け，休み時間はなるべく E男を交えた のリズムがE男にかな

遊びを心掛け そして帰りの会では り影響している。

i毘刻せずに登校することを約束する。 . E男と母親は欠結や

が，遅刻は故善きれなかった。 遅刻を練り返しでも，

表語的にはあまり

家躍に連絡するが，欽金!さからの登 していないようであ

校ということで，親子とも不在のため る。

話ができなかった。

E男が告宅にいるときには，家庭訪

間をし E男と，できるだけかかわり

を持つようにした。

101 母親は，畳間実家の美容室に勤めて (生徒指導主事，学 . 母親は，現実の生活

いるため，議話連絡は容易にとれた。 年主任より) 面にのみ関心を向けが

そこで会って話をする機会を得ょう . 電話連絡や家庭 るを樽ず，子供の教育

と約束するが，母親が忙しいため，な 訪問などは引き続 にまでま憲が届かな

かごよか会うことが国難であった。 の き実擁していくこ し'0
際，生徒指導主事や学年主任な と今 と。必要にr.i::，じて

後の指導の手だてについて話し会いを 学校に来てもらう

重ねた。さらに，謡祉事務所とも連絡 ことも投討する。

をとり，母親の夜の仕事を少しずつ減 I (福祉事務所より)

らしてもらうために，経済面の謙助方 . 経済面の披助iこ

法を中心に協議した。その翌日の家庭 より，母親のE男

訪問では，母親心会うことができた。 へのかかわりの攻

その話し合いの中で，今後めかかわり を促す。

方について，連携を闘った。 (生徒指導主事，学 . これまでの担任のか

年主任より) かわりに対して母親は

. 母親にE男のお 徐々 に理肉解を ょう

かれている状況を になる。

再認識してもらえ

るように十分話し

ぷロ』 λ ノO 

111 これまでの揺導・援助にもかかわら (生徒指導主事， . 広男iま，控任の援助

ず E男の欠席や遅刻という行動は， 年主任より) 隣保成立へのかかわり

改まらなかった。そこで，生徒指導主 . E男の内面理解 を受け入れ，面接相誤

事や学年定住のあせらずゆっくり話を を促進するために に応じる。

聴いてみてはとの助言を受け E男と 面接梧談を実施す

面接相談をすることにし る。
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E男との面譲相談 (11月下旬-2月中旬〉

E 男 の な発 耐接持の配意

第

回

待も話すことありません。

家でテレゼ見てるのが楽しいです。

f夏休みが終わってから，一学期よ

り体みや遅刻が多くなって心配だか

らJ ということでよびかけ額談を実施

してみた。 E興がとても緊張している

隷子が感じられたので，次回の約束を

して約15分で終了しん。

第

岡:

第

五

回

-遅刻して教需に入ると，みんなから変な毘

で見られるのがいやです。特にとなりのF

男君は，小声で馬麗にするから頭にくる。

絵を描くのが好きだから，教室の榔下に

をはられた自分の絵がかぎられた時は

うれしかった。

E男をパカにする F男や友遣に対す

る不満を十分に聴く O

「とてもていねいによく仕上がって

いたね。」と詰めたら，前回までの緊

様がとれて少しずつ話し始め~。

ちょっとしたことでパカにされたとぷつ;

て，友達とよくけんかしちゃう O

お母さんは妹のことばかりかわいがって

いる。お父さんがいればなあ~。

とけんかする理患について話し

始めたので十分に聴く O

E男の母親に対する不満を十分に聴

くO

お弁当の時は，特に学校行きたくない。

第. 友達ほしいなあ~。

七 j

同

学校に行きたくない気持ちゃ友達が

ほしいという気持ちを十分に受容する

ことに努める O

第

九

回

お母さんの手伝いもしょうかな。

友達も一人できた。

情緒が誌々に安定してきた E男の気

持ちに，十分寄り添うよう iこする。

(3) その後の忠男の変容

以上のことから E男の議縄な神経や，母親や家族に対する愛情，関親の離婚に対する寂し

さ等がわかり，轄に持ってくる物が揃えられずに笠校することが丘男にとって組専であること
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がわかった。確かに，弁当を賠意しなくてはいけない日に，誌とんど欠席が集中していること

が譲べた結果判明し~。

学校を安心して暮らせる場にするために，面接語談と弛の児叢に対する集団アブローチを実

施した結果，いつも居い表情だった E男に徴笑みが少しずつ淳かぶようになってきた。

休み時間になると，一人でいることが誌とんどなくなり，クラスの男子とサッカーをして汗

をたくさんかいて教室にもどってくるようになった。担在とも闘を見て軒でも話せるように

なってきた。欠結住数は少なくなったものの，遅裂回数は選 2-3回認められた。原因は母親

の寝諒ということである。自分の力で起きて，登校できるようにすることを毎日芯男と話し合っ

た。同りの友達にも勤まされ，まったく提出できなかった家庭学習ノ…トもほば毎呂提出でき

るようなっていった。授業では欠席が弘前より少なくなってきたため学力が少しずつついて

いった。テストの度に E男のがんばりをクラスのみんなの前で認め E男にも徐々に自告が

ついてきたようであった。

そのような中，学級の帰りの会で「これから自分がしたいこと」というテーマで3分間スピー

をしていたが， 3 A 5日 E男口頭番がまわってきた。内容は「今まで，撲は遅刻や欠席を

することが多かったが，告分の力でこれからはできるだけ遅刻，欠!窓会どはしないようにした

い。」というものであった。クラスの友達の拍手と，諮れて流した担在の涙が思い出され，胸

があっくなった。このことを苧連母親に連経すると，かなり感銘を受けたようで，明司から

持ちを入れ換えて E男のために自分も頑張るとのことであった。塑日から，母親の協力を得

たE男は，表情も今まで以上に明るくなり，選刻や欠席もほとんどなくなっていった。

このことから，学級担任のかかわ与の上での限界や児章生徒にとって取り巻く環境がいかに

重要であるかなどを知ることができた。

3 ~まとめと今後の謀諜

(1) まとめ

E男が立ち臨ってくれた要因として，本人が頑張ったこと，五男を取り巻く環境を具体的に

分析し，計劉的に指導に当たったこと，焦る気持ちを坊り換えて，カウンセリングマインドで

取り組めたことなどが挙げられる。

また，この事例の指導・援助に当たり，生徒詣導主事・学年主任・福祉事務所などからコン

サルテーションを受けたこと iま効果的であった。

さらに，搬助関係成立までの段障で，コンサルテーションを受けたことは，今後の様々

例lニ当たる上での示唆を持た。

国今後の課題

O 事例を理解する段階，指導 e 援助の手立てを立てる段階等におけるコンサルテーションを

どのように生かしていったら良いか。

O コンサルテーシ汲ンの様々な形態と ましい在り方について，研究を進める。

r
n
v
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孤立がちな児童への友達づくりの指導・援助

研究概要及び索引

観察，諸調査(ソシオメトリックテスト，スクールモラールテスト等)においてG子は級友

との聞に相互排斥がみられ，孤立傾向を訴していた。そのため， G子が学殺にi容け込めるよう

に，また， G子を受け入れる許容的な雰囲気の学経づくりの必要がでてきた。そこで， G子に

対しては来談者中心の面接を進め，同時に学級では，構成的グループ・エンカウンターの手法

を取り入れて指導・援助を試みた。

索引語(キーワード〉 :;構成的グループ・エンカウンター，面接，友達づくり

1 事額!の舞嬰

(1) G子のプ口フィール〈小学校 第 4学年)

S 家捺構成 父(会社員人母(父と l吋じ会社員)， G子，妹(小 2)，裂父(同じ

会社の蓑任者)の 5人家族

②性格設び、行動 友達の様子が気になり，自分のやるべきことに集中でき会い。すでに

決められていることや一変説明した事柄でも開き直さないと行動できな

いことが多い。

①学習面 評定は 3設階中ほほ2である。熱るで，意欲的な慧皮である O 知詑偏

差催は38何年生時)

@ 諸調査からみたG子

O ソシオメトリックテスト(平成 5年 9月 3日実施〉

O 

項目 受けた選択数 i受けた排斥数相互選択|相互排斥社会灘定的地位指数

(c) (R) I (説 c) I (M R) i (1 S S S) 

9月 O 15 Q 4 0.642 

G子は，自分勝手，しつこい，嫌いだから等の理由により白人から排斥を受け，社会

的地位指数も -0.642とかなり抵い。

スク~)レモラール スト (SMT) (平成 5年 9月 3日実接〉

学校生活の適応状況を .15 .10 -5 G 5 10 15 

晃ると，学習への意欲及
ゆ綬へ結対
OJOIJる

び教鱒への態震は良妊で 111駐車Zと .15 
の型事事長

ある反面，学校への関心 .15 
総繁華置へ

や級友との関係は静まし @盟聖書量

くないことが分かる。 W教覇市へ
制 15 -10 輸5 。

の鑑11:

V事駐車E興 ぺS
.10 .5 o 

伽腕同d
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(2) G子の問題点

記録及び調査等から G子は学校生活の中で特に交友関係がうまくいっていないことが分か

る。また，日頃G子の様子を観察していると，確かに友達(男児が多い)にいじめられたりし

て気分が悪くなり，学級担任の所へ行ったり保健室に行ったりする事が多い。反面，少し気分

が良くなったりするとはしゃいだりしているので，級友は「自分勝手」であるなどと非難して

いるように思われる。

また，学校でのG子と友達とのトラブルについて，何かと母親が，友達の家庭に電話をする

ので，このことが交友関係を悪化させているものと思われる。

2 実践への取り組み

(1) 基本的な考え方

① G子と面接相談を実施(教育相談係が担当)

観察・記録及び諸調査等からG子が学校生活において情緒不安定でいることが分かつた。

そこで，教育相談係(学級担任が療休などの時，填補にでることが多い)が週 1回の面接を

行うことにした。面接の中では，教育相談的配慮をし G子が自己理解を進め，自分の考え

を知り，自身の行為を自分の責任で決定し，実行できるようにするための適切な相談となる

ように心掛けていく。

②学級の児童の人間関係を向上させ よりよい仲間づくりをするために次のような仮説のも

とに，構成的グループ・エンカウンターを実施(学級担任が担当)

O ゲーム性の強いエクササイズ(課題)を実施することにより，小学生でも楽しみながら

人間関係の学習(友達づくりの学習)ができる。

O 知的理解のみを求めるものではなく，感情や，感性レベルに焦点を当てた指導を行うこ

とにより，学級内の児童の人間関係は向上する。

O これらのプログラムは，学級内において不適応行動を起こしやすい児童やソシオメト

リックテストでの社会的地位の低い児童の人間関係を向上させるのに有効である。

(2) 指導・援助の実際

① G子との面接相談

ア経過の概略

回 G 子の主な発百

O否定的な感情を多く述べる。

第| ・授業中うるさいなどと男子に注意すると

嫌がらせを受ける。

ー運動会の踊りの練習で前と後ろの子が何

かと理由をつけて自分を避ける。

回| ・女子の中には前と比べると親切になって

きた人がいる。

O まだ否定的な感情が多い。

第| トイレ掃除のことで先生から注意される

と，男子はいつも自分のせいにする。

円，，
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面接時の配慮事項等

「いつも元気がなく担任や養護の先

生に相談に来ることが多いので心配

なんです。」という学級担任からの

依頼で面接することにした。

'G子は気安く話ができるらしく，初

めての面接でも自分の気持ちを話す

ことができた。

-特に男子に対しては否定的な感情が

強いので G子の感情にそって聴く

ことに心がけた。



イ

-開じ瑳の男子への批判や下校時のつら

毘 l かった思い出を連ぺた。

O否定的な惑鵠が少なくなる。

-男子の意地悪も以前ほどではなくなって;

きた。

-閉じ斑のH子が遊びに誘ってくれたので

うれしかった。

-遠足のグループを決めるとき，一人でぽ

つんとしていたら， A予が戸をかけてく

れたのでうれしかった。

.0肯定的な惑清の表出が多くなった。

-遠足の時， H子たちが誘ってくれたので

お躍は楽しく食べることができた。

-倖の良い友達も 3入く鳴らいできた。学校

も獲しくなってき

-男子はまだ私のことを謙っているようだ;

治宝何とかやっていけそう

考 察

も以前にくらべて明るく H

や 1子に感謝し，うれしそうであっ

た「そう，それは良かったねoJ と

言いながら G子のうれしげな気持

ちを受け止めた。

-最初に遠足の話をしたが，楽しかっ

た様子をしみじみと述べていた。

「もう先抜ともあまり話すこともな

いし，友逮とも詞とかうまくやって

いけそうだ。」と言うので，面接は

今聞で打ち切ることにした。

重接に際しては， G子の気持ちを受容し，共感的に理解をすることに努めた。

G子は，耐接を詰めた頃は，学級の友連に対しての不満・非難などの否定的会惑i宥を多く述

べていた。特に男子に対しては，暗い表鵠で次から次へと不満の気持ちを述べていた。しかし，

日頃からは，構成的グループ・エンカウンターを実議しているのも関係したのか，否定的

な感慣が少なくなり，肯定的な話が関かれるようになってきた。七回目の語譲をする頃には学

校生活も楽しくなってきたようであるO とはまだうまくいかないまでも女子と註うまくで

きるようになり，友達が3人ほどできたようである。その慣になると， G子自身が「もう先生

とも話すこともないし・.oJ と言うので「また栴か程談したいことがあった時にはいつ

でも待っているよりと言って面接を打ち切った。

φ 講或的グループ・エンカウンターの実施

ア 経過の概略(ゲーム25分後フィードパックを20分〉

丹・日; 学殺全体の操子 j G 子 の 隷 子

9/141・初めてなので，自分勝手に行 i・1回目は凍結しても誰も助けにいかず，そのまま

動したり，男女に別れたちする|ゲームが挟了してしまった。

諌 iことが多かった。 I• 2回目は 2， 3枚カードを捜してもらったりして

結 I .讃れるにしたがって活動的に i交流が見られるようになり，棄しそうであった。

ゲ |なり，カードを返すときには「ど|・ 3西日は鬼になり，汗をかきながら必死になって

うもj とか「ありがとう j の声|追いかけていた。(フィ…ドバックでのG子の感想

ム iが開かれるようになった。 1-…いつもけちで意地悪な入が多いが，今日はやさ

・教師の「男女椅方に必ずカ-1しいなあと思った。 ・・・とても楽しかったです。

ドをあげよう J の合国で，
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が女子に，女子が男子にカード

をあげるようになった。

9/22 I・1問自は注意を聞いても，言 I.背の!額で行ったため，組んだ予がG予には相性の

目 |葉で教えてしまう見童が多かっ[妻、い i子だったので，立会議うはなかなかうまくいかな

か i たが 2・3回目になると，相(かった。設を交代してからは 1王いに協力するよう

く i予を倍頼して上手に歩くことが;になり， 13かくし歩きが良くできるようになった。

し歩 iできるようになった。 I (惑想一一-13を躍したとき，とても怖かった。でも

き iOOさんを信じていたので怖くなくなった。)

10/1 音楽iこ合わせて 2人組をつく I• 2人組をつくるときも，平くはなかったが制合ス

寅 ;らせたが，蛤めのうちは仲の良 iムーズにでき，楽しそうだった。

関 ;ぃ友達と組む児童が多かった。 I・4・5回目には，男子ゃあまり話したことがない

ジ j教舗の「ふだんあまり話したこ|友達とも意欲的に組をつくりジャンケンしていた。

ヤ jとがない人や異性とジャンケン I (感想をまとめると一一一質問ジャンケンをした相手

ン |しようりの合図があってから|から新しい発見をし，相手に対する感じ方が違って

ケ |は，男女でジャンケンする光景|きたことを述べたJ
ン |がみられた。

10/7 I・新聞紙を切りとる場面では， ト興味をもって績種的に取持経んでいた。

新 |同じグループの男女が分脂・協 I.ふだんのG子のグループは，岳己中心的な行動を

問 |力し合って取り組んでいた。 Iとる見童が多くまとまりがないが 1師自に l番を

紙 I • 2つのグループが，やや協力;とったことがまとまりにつながったようだ。

パ i性に欠けていた。 I (感想一一一いつもおこりんぼうでけちなのに，ゃっ

ズ I .組立辻，競争ということもあ(ているときは穫しかったし，真剣にやっていた男子

ル iってどのグループも全員会ま協力 iでしたJ

10/16 

本

iま

わ

た

し

よ

10/23 

あ

な治宝

た好

のき

し合って家り組んでいた。

-教師の合犀に「ええっ，

ないけと言いながらも怖とか

書き始めていた。

-クイズ形式の発表に移ると，

にやにやドキドキしなカfらも

「それは00さんだ」とか ro
。君だ」と，楽しそうだ、った。

-二重円をつくり，内側と外側

の児童が向き合い，ジャンケン

をして負けた方が先に語手の立子

きな所を述べる。

-最初は rooかなあ」などと

っていたが，慣れると畏れも

せず言い合えるようになった。

-教師の助君があってからだが，教科や習い事の中

，自信があるものを書き上げた。

中で自分のものが読まれると，恥かしそう

であったが事んでいた。

や00さんには，いろいろ詩意な

ことがあるんだということが分かった。〉

-最初に向き合ったのが男子だ、ったのでなかなかう

まく替え令かったが， roo君の好きな請は， 1憂し

いところJ と小声ながら言えた。

-女子とー諸になると，元気にジャンケンをしなが

ら交忙して詩い合っていた。

{感懇一一私もしミくらか好かれているのかなあ?)
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イ考

第1副自の「諌結ゲ-AJ では，児童が方法を良く理解するまでは行動がかんまんであっ

た。しかし，噴れてくると活動的になり G予のような孤立的な鬼童も自然にゲームの中に

港け込むことができるようになった。また 4詔日の「新関紙パズルJ では，エクササイズ

が単純なことや珪ごとの競争ということもみって，いままでまとまりが悪かった班も協力し

て新聞の組み立てをするという場面が多くみられて，協力する楽しさを味わわせるには非常

に効果的であったように思われる。

5届自の「私はわたしよ」では r自分の個性に誇りをもち，また， f患人の{閥性も尊重する。J

といったねらいのもとに実践した。始めのうちG子は，自分の個註のようなものが書けない

でいたが，教師の助言によりしだいに 3つ書き上げることができた。そして，教鶴が「読ん

でみるから誰のことか当ててごらん。」と誘うと，キャーキャー騒ぎながらも真剣に考え， ro 
Oちゃんだ、oJroo君だりと言いながら楽しんでいた。その中で，児童のrooちゃんて・-

もできるんだ、ね。」などという友達の個性に関するつぶやきも開くことができた。

ゲームという児童にとって自分をそのまま表現することのできる活動を通してお互いの交

流をはかり，そして 1国ごとに丁曜にそのときの感告をフィードパックしていったこの活

動は， G子ばかりではなく， G子を最り巻く児童にも「白弓理解と強者理解J を深めたと思

うO だから， G子が周りの足意を認めるのと，屑ちの児童がG子を認めることが同時に進行

して，人間関係が静転していったのであると思われる O

3 ;まとめと今後の課題

(1) G子の 変 容

O ソシオメトリックテストでの変容〈平成 5年 11月5日実撞〉

項目
けた選択数

(c) 

けた排斥数|相互選択!相互掠斥|社会測定的地位指数

1 1 -0.129 

(豆) (M C) (M R) (ISSS) 

月1

・A
1
2品 3 11 

G子を選択する児童があらわれ， G子も排Fまする児童が1人になった。また，毘辺児で

はなく集団 3，こ属するようになった。そして，社会的地柱指数も大きく向上した。。スクールモラールテスト (SMT)での変搭 〈平成 5年11月 5Bj長誰〉

教崎への態度はほとんど変わらないものの，学校への関心で婦属の方向へ12，学習の意

欲では積極性の方向へ11と大きく変化した。そして，特に級友との関係では 9月にはマイ

ナスぜあったがGとなり，学級平均より安定度が増した。

このようなG子の変替は，面接相談と，友達づくりに大きく葉献した構成的グループ・

エンカウンターとによって相乗的lこもたらされたものであると考える。

(2) 今後の課題

O それぞ、れの事例により面接(教脊相談)をどのように取り入れていったら良いのか。

O 構成的グループーょにンカウンターのエクササイズを幾つぐらい，どのように実施していく

のが効果的なのか。

間
制



開かれた人間関係を目指す学級づくり

研究環要及び索引結 | 

やや固定イとした学級内の人爵関部を高めるために，学級担在ができる穣麗的なアプ口…チの|

方法として構成的グル…プ・エンカウンターを取り上げ，実践を通してその方向を摸索した。

中学 2年の学級担任が，学毅活動の時間を手IJ期して実施した。方針を持ってエクササイズを|

設定し実織に入ったが，実践の過程で専門機関の先生方のコンサルテ…ションを受け，方針を

修正しながら実践した。生徒の感想と教揺の観察によってその変容をとらえ，考察し

索引諾{キーワード構或的グループ・エンカウンター，学級づくり，コンサルテーション

1 響調の概要

学級拙任として「互いの良さを認め合って，どの生徒も生き生きとした学校生活を送れるよう

にj と農民い学級経営を進めてきたが，学級内の入朝関係が意外に狭く固定化されていることに気

付いた。生徒たちは，いずれかのグル…プへの帰属を果たすと安心し， f患の孤立的な生徒たちの

気持ちには難関心で島る。一方では，孤立的な生徒たちの学級生活への非協力的態震に不満を募

らせたりしている様子も完みられた。このような状況を改善するために，極々の生徒の対しては教

育相談的にかかわり，学級集冒としてはレクワエ…ションを計画し実施した。しかし，学級内に

おける題定化した人間関係は益々顕著になり，学校へ来るのがつまらないと感じる生徒も現れて

きた。

そこで，聞かれた人爵関係を目指し，学級活動の時間を利用して構成的グループーエンカウン

ターを実施した。

2 実践への取り組み

山基本的な考え方

中学校において生徒たちは，学替と部活動との忙しい自課に追われており，自分時身や友達

を顧みる時間的・精神的余裕がうかなくなっているようである。しかも，行事の輔i設がなされ，

行事への取り組みなどを通して，生徒たちが人間関誌を作る機会も少なくなっているのではな

いかと思われる。

そこで，生徒椙互の本音と本音の交流が期待できる構成的グループ・エンカウンターを実施

することによって，生徒が温かく安心できる人間関様を体験し，自己理解・他者理解を深める

ことができるのではないかと考えた。

(2) 指導・援助の実際

内容と方法

ア参加者 中学校2年男 17人，女 18入，計 35入

イ 実務期間平成 4 年 g 月 2 日-~或 41手12月 14 詩 o 7単位時間 6盟実施。

ウ 時間割上の戟扱い

1単位時間は50分陪，思則として 2還問に 1回，土曜自の 3校時学級活動の

r
h
v
 



時間に実議した。 12Jl3告は 2単位時間実施した。

エ場所・リーダ…

主として，生徒会室，式道場，教室を捷用した。 1)_ は学級担任がつとめた。

オ エクササイズの選定

各時揮には，エクササイズを複数実捷し，その選定の条件は次の差点である O

(ア) 温かい人間関保を体験できるもの，自己理解・他者理解を深めることのできるものO

(イ) 全員が熱心に取ち組むことができ，髄然に交われるようなもの。ゲーム的で業しいものO

{ウ) 少人数で受容的に関わち自由感のもてるもの。安心して参加できるもの。

(.x.) 1)ーダ…が一人で指導できるもの。

@ 実施した構成的グループ・エンカウンターの概要と実施上の留意点

時 配 活動と内容 6" 醤

前 日1* 機械的グループ・エンカウンターの予告

10分 1 エンカウンター実施のオリエンテーション

目的:クラスがもっと仲良く楽しい仲間になること O

約束:思い切ってやろう。

:ここであったことは秘街。他言禁止。

:ょにクササイズに正解なし。自分の感じを大切に。

補足:レクリょに…ションではない。

:リーダ…の指示に従う。

15分!2 i何でもパスケヅトJ の説明をする。

を一議刊にならべて座る。最初の鬼はリーダ…。

リーダーは条件を 1つ指示。条件に2きではまる生徒同

士1奮を交換。椅子のない者は次回の鬼。

15分間 楽しく!

3 椅予を減らす。

4 ょにクササイズの実施。

5 厳後の鬼はすわり、リーダーは中心lこ立つ0

5分 1 6 i 2人組 3人組j の説明をする。

椅子をかたづけ王子楽に合わせて自由に歩き居る。リー

ダーが苦楽を止め、人数を指示。指示された人数の組

を作り、出来た組からすばやく煉る。

5分間。 議とぐも素早く組む。

7 椅子を片付ける。

8 エクササイズの実施。

9 最後は r2人組J を指示。

10 リーダーをや心に最後の 2人組のままで座る。

10分 111 i尽いもの勝ちJ の説明をする。

先の 2人組で向かい合い、左手で握手。右手でジャン

ケン。勝った人は、右手で裕子の左手の中をたたく。

負けた入は、右手で自分の庇手をカパー。(手の平を

外向きに。)たたくのは l師。たたいたら 2回戦。

10分稿。 遠慮なく!すばやく!

12 エクササイズの実施。

10分 113 ブイ…ドパック o その場1:座り、今の気持ちを発表。

14 教室に婦抗感想を漆く。

15 教師のフィードパック。スパ?とたたくと気分良い。

翌翌 日1* 生徒の感想、紹介

-実施場所と持ち物の予告のみにとどめる。

• EI的、約束、裕よ誌は、言築会選ひe明解に。自

信をもって話す0

・リ…ダーの指訟に集中させる。私器禁止0

i参加を強制しない。断る権利がある。J こ

とを話そうかと迷ったが、実搬を考え、教締

の心得にとどめた。

• 1) ダ…の指示に従って機敏に行動させる0

・なるべく多くの生徒が~てはまる条件、意外

な条件を考えさせ、大きな戸で、次々に指示

させる。テンポを大切に。

・リーダ…は、全体の動きを続察する。ルール

違反そする生徒はいないかο1密だけ、ルー

を指摘するが、後は、任せる O

e仲良しグル…プでいつも行動をしないように

指示。

・最後は r2人組J 令指示し、次のエクササイ

ズにつなげる。

• i早いもの勝ち」をリーダーが実演する 0

・練習を 3間ゃったら、用意する O

・「どちらが学く 10凶たたくかりと目標を与え、

熱中させる。

・1)ーダーは、金体を見憎し、ご人が援11れ合わ

ぬように、 1闘だ、けi上めて指様。

・ょにクササイズへの集中が確認できたら、リ

ダーも参加することもあった。

-フィ…ドバァクは、なるべく挙手させるが、

誌ないときは 2、3人指名する 0

・フィードパックは一切終儀せず、どんな内容

であっても大切に受容する。

. ~惑想、の中から 2 、 3 紹介するの評価なし。

n
，，恥
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③ 実施したエクササイズの概要とその結果

9/2 

日持所 iエクザザイユズの内容

2校時

生徒会
室

9/18 

体育館

10/2 

2校時

抜徒会
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15分間

げ 人組 3人総」

ら分間

「早いもの勝ちJ

(ジャンケンをして
勝ったガが格予の手を
たたく。救けたほうは
ガード〉

10分開

「フルーツノfスケッ
トJ (フルーツ名で)

10分照
可愛轡」
(2人 1綴になり，

人は大水のようにゆっ
くり後に倒れる。一人
はf変にまわりしっかり
と受けとめて支え
ゆっくりと起こサο

図で交替。)
6分間

「ブラインド walkJ
( 2人 1組で，…人は

白揺しをし，一人はそ
の入をリードしながら
2階の体育館から l階
に降り，武道場
て民る。交替。)

20分間

「靖子取りゲーム」

15分間

ねらい・設定浬白

楽しい雰閲気
自然に交わる体験
リーダーの指捕に従う
こと O

;リーダーの指弾に従う
こと。
仲良しグル…ブの解体
次のエクササイズへの
グルーピング

パートナーとの身体接
触の体験
楽しさ
熱中できるもの
自分や語字の取り組み
方に気付く。

自然、に交わる体験
リーダーの指諦に従う
こと。
楽しい雰囲気
友達との身体接触
信頼関係を体験する。

友達への思いやり
友達への信頼を体験す
る。

自然に交わる体験
リーダーの指揮に従う
こと。
楽しい雰囲気
スリルがあり熱中
生徒からのリクエスト
自分や友達の一面を知
る。

生徒の感惣より

・背クラスにとけこんで
いる感じですごくいい雰
囲気だった。
-小学校卒業以来だった
のでなつかしくとても楽
しかった。
・いろいろな友遼の部分
が分かりスリル満点だっ
た。
-あまり意味がわからな
かったけど困白かった0

.何となくいつもの仲良
しが一緒になってしまっ
た。
・面白くなく意味も無
しミ。

・ちょっとむきになって
手が赤くなってしまった
けど真鰯だったので時間
の経つのが早かった。
-友達の手は識かくてや
わらかだった。
・いつでもかばってしま
うわたしは動作があまり
阜くないと思った。
・つまらない例制ゑ負け
たO 手が痛かった0

・フルーツを変わった名
前にしたので恋しかっ
マ，，、_0

• if可でもバスケット J

の方が棄しい。
・意味がわからなかっ
た。
・恐かった0

・Aさんは私を信じてく
れ，でも私は恐かったで
す。
・友達に体案
た持に倒れる不安と
の信頼を感じた。
・部自くない。
・つまらない0

・足元が不安でした。友
達は場所ごとに説明して
くれました。
・連れていってくれる人
カマ事様みたいだった。
・神経を使いなが
梓リー?ごしてあげること
ができました。
・あぶなかった0

.っかへた0

・まさか最後まで残ると
思わずびっくりした。
・皆の迫力がすごい。私
にはそれがないみたい0

.私は一生懸命意地悪を
していたと思う。
・自分をもう少しおとな
しい人だと怒っていた。

った。熱かった。
しかったけど，すぐ
けてしまった0

・よくわかんない。(今
凶 3位。孤立気味の者)

内‘JV
「
h
J
V

-はじめは余員が熱中
して取り組んだ。
・途中から動かないで
済ます生誌が見られた
ので )v…Jしを守るよ
うに全体に注窓した0

.仲良しグループが離
れないでいた。
-位置付けが指導者自
身の中で開く，ねらい
が不徹底であり，生:徒
の効巣がなかった。
・大変熱中
・握手した時下どんな
手ですかoJ と投げ掛
けたりしたので勝敗の
こと以外にもう誌づき感
想を書く生徒がいた0

.真剣でない 2人組が
あった。 iJ早いもの
勝!J と全体に子討を掛
けたが改善きれない組
もあった。
・前呂と額1!jのょにグサ
サイズであったためか
熱中せず，ウォーム
アップというより
感に欠けてしまう ο

・ふざけがちな組が3
つあったので，危険の
無いように詑意した0

・楽しさより，緊張感
のために全体に集中0

・体験していくうちに
気づくことがあったの
か，あちこちで歓声。
・生徒達にとってこれ
は大変新鮮な体験で
あったらしく. !i必惣を
細かく書く生徒が多
かった。
・こわがって尻込みす
る組が4つあったが，
早い組が婦ってくる棋
になってやり始めた0

.思躍しが不完全な級
が多く全体に注意。
関気が引き締まった0

.生徒達からの希望も
ありねらいも考慮して
実施した。全員参加0

・勝抜き制度を入れた
ためか，今まで参加怒:
棋の低かった生徒速が
返って熱中し，良し

を修め， f也の生徒も
も共に驚いた0

・惑懇識に「熱中皮は
自分について感じたこ
とは」と書いておいた
が記述は少なかった。



12/3 

2・3
校持

生徒会
三言

12/7 

2校時

2-6 
教護
12/14 

之校時

2-6 
教室

「満員電率LJ

〈鬼を中心に一王室内を
f乍って椅子に座る。鬼
は自分の席に座ろうと
するが，欝の人はその
席に移り，次々に絡を
移動し，鬼に繰らせぬ
ようにする。) 10分
「自畠歩行J

・自由になりきってき伝
く。
・すれ違う入を
て0

・すれ違う人令見て0

.すれ違う人とあいさ
合して。
・すれ違う人と握手し
て。
フィード/{フク

20分間
「インタピューJ

自由歩行の故後の穏
と二人一組になり

ジャンケンで勝った人
ï?~3 ぅ:ト問インタビュー
する。交替する。)
フィードノfック

12分間

「マッサージJ

〈紹子の屑，後頭部，
腕，手のひらなどを心
を込めてマッサージす
る。交替する。〉
フィードノ官ック

12分間

「私の醸しり
(自分がやりたいこと，

これからやりたいこと，
将来やりたいことなど
を Z分鶴自由に思いウ
くまま訴す。相手はす
べて受容する。合隠lで
交替する。)
フィードノfッグ

10分間

f自分を知ろう J

〈プリントに自分の長
所鐙掃を記入するJ
(黄色と水色の紙を一

人に 1枚ずつ配り，友
途の長所短所を指定の
紙に無記名で書く O 悉
くこと強縦しない。)

50分鶴
「自分を知ろう J 後半
(リーダー ï?~閥尊又した

プリントとカードに呂
をとj換し本人に渡す。
もらったカ…ドをフ。リ
ントに整環。 1枚もも
らわなかった生徒はそ
の点も含めて感想。〉
フィードノfック

50分間

楽しさ
l スリルがあり熱中
意地悪の体験
意地怒される体験
白熱な身体接触
自然な盟結の体験

る

よ

す

地
税

心

。

表
。
の
る

に
る
係
せ

斑
さ
関
さ

畿
で
な
験

を
が
的
体

分
と
符
令

自
こ
受
さ

し

五いに箆心を持ち合い
より深く格予告と知る。
受容する体験
受容される体験

相手に愛情を込めて
マッサージし，相手の
愛講を素I郎こ受け取っ
て互いの感情交流告と深
める。

笈いに自分の心を需~
^ 苛拠

金Tつ。

自分の張所と短所を見
つめ臨す。
心を聞いて友遠の指靖
宏受けとめ，新しい自
分告と発見する。

生徒より「こういうこ
とをすると傷つく人が
出る んじゃないです
かoJ との質問が出る O

「短所を指描冬れると
傷つく人がtおるかも知
れない。でも，友達と
して敢えて指摘してく
れたのだなと，指摘し
てくれた人の気持ちを
考えて心を開いて受け
とめるようにしたい
ねoJ と意図の説明

-意地惑されてむかつい|・初めての内容であり
た。 I始めは全員が熱中。
・意地惑するのは楽しい。I.鬼が自分の友達の席
・邪魔したのが懇い気が|ばかり狙う傾向出る。
したり |・やり方の説明に時間
・盛らせないのは楽しいJがかかり，鬼を体験す
・疲れた。 Iる生徒が少なかった。

・場所が少し狭く自由
にはさい?なかった。
・今までのエクザサイ
ズi縫い， friJをやるのか
なと思っているうちに
自然に全員入った。
・自然に自由に歩くよ
うに指示する適切な詮
葉が浮かんで来ない0

.面白きを期待する生
1入 i徒が多いので，ねらい

が説明しにくかった。

-どんどんみんなの鎮が
境るくなっていくのがわ
かった。
・搬手ゃあいさつをする
ので心が和むような感じ
カずした。
・最後に話せたのでどっ
と嬉くなった。
・つかれた。
・面白くなかった。

13人
・滋外なffijがわかって弱
点かった。
・ズパズパ突かれて恐
かった。
・いっぱい話せてすっき
りした0

・餐設は答えてもらえな
いようなことも答えてく
れて良かったα

・つまらなかった。 2人
.極楽気分0

・またやってほしい。
・すごく気持ちょくで
ゆったりした気分になっ
た

・人にやってもらうのは
なかなか気持およかった
・いたかった。 1人;

-はじめはとまどって
いたが，次第に活発に
質問が出るようになり
ほとんどの生徒が飛び
込めたようであった0

.予想外に対話活発0

.答えることが恥ずか
しいのではなく，気持
ち良いと感じていたの
は意外(感想から)。
・いつのまにか仲良し
の生徒附志のz人組に
なっていたが，うたずは
気の合った仲間からの
受移の体験が必要と忍
う，白熱に任せる o

・もっとやっての戸手ま
りO 時間が不足気味。
.全体に和気あいあい
として，和やかな朗ら
かな表情で話す生徒が
多かった。
・受容の印に「うんj

rjましりを設うように
指示。雑談は禁止。
・感想、マ「特Lこなしり
と書'いている生徒でも
エクササイズを綴浸す
る様子はなかった。

-みんな事せになりたい
んだなと共感できた。
・心のや全部を言ったの
で気持ちよかったです0

.今までの穀駿じゃない
もしたので本当にすつ
りした G

・戸惑ってしまう甑も
あった。
・普段付き合っている友
達の全てが見えてきた。
・寺きにない。 7入|・動作をともなわない
・長訴に自分令欝いてく iょにクササイズであった
れて嬉しかったです。短 iが，待機の経験は飽の
所は自分で分かつていな|学習でおこなっており
がら直せないでいやだと l抵抗なく取り組めた。
思っていたところでした。|・率肢に書き素夜に受
・他人から自分の長所を iけとめるよう指導。
言われて轄しいような恥 i・8分の長所が議:けな
ずかしいようなうえ持ち。 Iい生徒が多く，全体に
・他人から見たお分の短 lやや強く後押しする。
所等は知りたかったけれ 1・自分の長所短所が会
ど知ることができなかっ iく書けない生徒なし。
た。まだこういうことが I.友速から短所を指擁
できたらもっと詳しく知|された生徒18人長所を
りたい。 I指摘された生徒加人ど
・気付かなかったことが|ちらの指識も受けな
分かった。 Iかった生徒 2入。
・無闇答。関にの 5入|・短所の指摘より長所

の詣擁に反応、多し。

弘



(3) 学級内の人間関係の変容

① 孤立筑昧であった友達の気持ちに気付き r毅友として普持議くしたいoJ と作文に書く生

徒が現れた。

③孤立気味であった生徒たちが提案し学毅レクワエーションとして全員でサッカーをした。

@ 数学や英語などの勉強を開き合い教え合う姿が見られるようになった。これは 2学期末の

アンケ…トで長かった点として多くの生誌から揚げられ，教科担当職員からも評価されたo

e巣立気味の生徒たちが学級集埋から離れベランダにいる姿は減り，放課後なと?今までのグ

ループを議さえて， も女子も交えて談笑する姿が見られるようになった。

3 まとめと今後の課題

{りまとめ

①構成約グループ・エンカウンターの実施について

ア 実施する関摘は 2週間位が適当である。間隔が2かJIになると集団所講意識を継続する

ことが難しく 1週間では「エクササイズばかりやっているoJ と惑じる生徒がいた。

イ エクササイズに参加しようとしない生徒に参加を保したが強制はしなかった。参加し

ていないように見えた生徒も，彼なりに参加していたことがまとめ命感想でわかった。

② エクササイズの選定について

ア 5 0分の単往時間では，エクササイズはおおむねね2つ程変が適当である。

イ エクササイズ註単純なほど効果的である。

ウ 意外な体験ができるエクササイズが効薬的である。

エ 受容的にかかわるエクササイズでは，多くめ生徒が抵抗なく参加でき，自自感や安心感

を感じ取ることができる。

オ ゲーム性の強いエクササイズは，勝負にこだわちすぎる傾向があり，フィードパックの

場面で勝ったか負けたかι集中しがちである。

カ 集自に入りにくくなっている生徒にとっては，集団ゲーム的なエクササイズよりも，

人一人で取り組むものの方が参加しやすい。

キ エクササイズの選定等に迷ったときの専門機関からのコンサルテーションは，大変有劫

である。

間今後の諜題

①構成的グループ・エンカウンターを実施するには，施設の利罵，地学綾への影響などの関

題があり，全校の理解と協力が必要である。したがって，その自的や実撞の概要についてな

ど，全職員の共通理解を得る必要がある。

@構成的グループ・エンカウンターの目的や約束の説明，エクササイズ中の的確な指示，参

加しようとしない生徒たちへの対応についてさらに掛究を深める。

@構成的グループ・エンカウンターを実施するにたって，望ましいエクササイズの在り方

を，多くの実践を重ねる中で研究していく必要がある。

w
h
d
 

r
h
J
 



生徒相互の人間関係を育てるための

構 成的グループ・工ンカウンター

掛究概要及び索引

ホ…ムルーム内の人間関採が狭く国定化され，広がりが見受けられなかった。あまり話した

ことのない毅友とも交流の場を設け，今まで気付かなかった新しい自分と出会いや，その上で

多くの級友とのつながりや触れ合いを体験させることが課態と思われた。そこで，ホームルー

ム内の生徒相互の人間関孫の改善を図るため，権成的グループ・エンカウンターを導入し，望

ましい人間関集を育てるための指導・媛助の荘り方を考察した。

索引語(キ…ワード構成的グループ・エンカウンター，人間関係，出会い

1 事例の概饗

生徒連の毎日の学校生活は，学習や部活動に追われ，生徒相互の人関関係を育てる機会が少な

い。そのことが原悶の一つで，生f走還は教室内では，体み時間や益金時を特定のせ、グループで過

ごし，多くの級友と交流しようとする意識が薄く，あまり友人関係の広がりを持とうとしない。

そのような中でグループから外されないように気遣い，疲れ果て，桓らかのきっかけで不変校に

陥ってしまう生徒も少なく令い。そこに奈る生徒の心を理解することは難しく，苦慮している状

態である。

2 実践への取り組み

(1) 基本的な考え方

構成的グル…プ・エンカウンタ…とは，集盟でいくつかのエクササイズを経験しながら，心

と心の触れ合いを通して人間関係を深め，観人の或長をはかろうとする方法である O

「構成的」というのは，グループがどのよう会エクササイズを行うかが議定されているとい

うことである。「エンカウンターJというのiえグループの中でいろいろな人達と出会うことで，

この出会いの経験を過して今までに気甘いてい会かった新しい岳分に出会うという意味を持っ

ている。エクササイズをそのねらいから次のように分類している。

ヨ〉集う(交流いまだ浅いリレ…ションの段構で他者との関経を結ぶ。 φ 支える(受容)

:リレ…ションの深化を日揺すの φ 気付く(意識化いあるがままの自分に気付く。 命

感じる(惑覚・感靖):設いレベルでの駐日理解，感覚・感構の内的世界にスポットを当て

る。 。開く(価龍):自己を開き，主張する勇気と自己を表現する能力の養成がねらいで

ある。

以上のようなエクササイズの中から，初めてでも実施できると思われるものを次のような説

点で選定した。

・ホームルームの生徒全員が参加できるものO

-リーダ…が一人でも指導し実施できるもの。

ー生徒梧互の人間爵係の攻替に効果を及ぼすことが期待できるものO

5る一



出指導・援助の実擦

本研究で講或的グループ・エンカウンターを実施する同たり 1住の場合は，主に動作を

f半うゲーム性のあるエクササイズを選定し実施した。また 3年生の場合は動作を惇わない，

くことを主体としたエクササイズを選定し実施した。本研究で実擁したエクササイズの舟容とそ

のねらい，生徒の感想、を以下の表にまとめた。(1回50分)

日時

場訴
エクササイズの内容 ねらい 徒の感想、

6/7 

5時限

1 -3 

-自由歩行 3分

-自由歩仔しながら

に握手するo 3分

-アイスプレーキングゲ…

ム 3分

誕生日ごとにグループを

{乍る。さらにそのなかで

2人組を作る。この 2入

が握手をしたままジャン

ケンをする。馨った生徒

法相手の手の甲を叩く O

-インタビュー

(2人組) 3分X2

ウォーミングアップ

出会いの場を作る。

ミ スキンシップの体験

友好的な気持ちを持

-恥ず、かしく、てできなかった0

.意味が分からない0

.自出に歩くのiま難しい。

-強めはただき長き回ったり握手

をしたりして{可をしているの

っていることを握手 I かわからなかったけれど，説

を通して伝えるo 明を開いてどんな目的かわか

った。とても不思議な体験だ

った。

e 自分と i司じ誕生日の入がいて

嬉しかっ

-同じ誕生誌の入がいてどック

ワした0

・友達の輪を広げるための大き

な助けいなると思う。

相手をより理解する

ために「私はあなた

インタピューされる人は|に関心があるoJ と

答えたくない費関には|いうことを伝える。

は答えたくありませ

んりといい，答えない

ことができる。

名前・趣味・在所・星産

生年月割・虫液型など

・フワート…キング

(4人組) 5分

-話したことのない人に触れ合

うことができてよかった。

・ゲーム形式でやれば誰とでも

話せるような気がする O

自己開示 I .相手を知るためにとてもよい

自分らしさを表現す i ことだと患った。

る。

昨

s'
r
h
d
 

-全員と話したことは令かった



-何でもパスケット

机をもとどおりにし

探する。 20分

-エクササイズの惑想、

く。 10分

リラックス

自分の体験したこと

を明確にする O

のでこういう機会はょいと思

った。

-1顕人的に話せなかった人と，

しゃべることができてよかっ

た。

-今自は皆のことがとても良く

わかった。

ムキになっていたので，す

ごく奈しかった。またやりた

し'0
・こういうコミニケーションが

必要だと思った。

-とても楽しかったです。入学

して約 2か月だけど，まだク

ラスの全員の人と話していな

いのでこのような“もよおし

そノ"，またくさん行ってほし

いと思います。そうすれば，

“クラスの和"が高まると思

います。今告のエクササイズ

を過して皆持良く会っていく

ような気がします。これから

もドンドンやって下さい。

-入学した頃にやっていればよ

かったと思う O 今の時期だと

だいたい話す友達がきまって

きている。こんなことはしな

いほうが，気を遣わなくてい

い。めんどうくさい。

7/18 

5時限

3-4 

教室

エゴグラム

.配布されたチェックリス

トの質問にOム×で記入

する。

-02点，ム 1点， x 0点

として各ブロックの合計

点を記入し，この得点を

グラフに書き入れ，折れ

線で結ぶ。 10分

。nv
p
h》

合自分のエゴイズムを見て感じ

たこと 0

・自分の生活にあっているみた

いだ。

-自分の知らなかった言語がわ

かった。

②あなたのエゴグラムを見て友

は怖と設いましたか。

・さきたっている。



-現在の自分自身の状態

について説明を行う O

5分

・将来こうありたいと思う

自分になって，赤ペンキ

でチェックリストに記入

し，グラフに書く O

.一つのグラフを比較して

みる。 10分

‘13分を変えたいと思った

とき，どんなふうにすれ

ばよいのかを説明する O

5分

プグラムを

見せあって感想を述べあ

う。 10分

-感想、の記入 5分

/ 
/ 

命令日

と，

を通して惑とたこ

たこと。

• f当分の新しい簡が見えて楽し

かつ

-自分が知らない部分を知って

おもしろかった。

9/5 I 気が和く本

5持陵[・プリントに記入する。

3-41. ()の中誌相手のやの

教室 i うちを誰諜して書く。

τ j の中には，自分の

セリフを書く。

1 0分

・書き許わったら隣の人と

見せあい，感じとったこ

との共通点と相違点を

し合う O

1 0分

・発表する。 20分

・一度回収し，再配布した

ものを読み合う o 1 0分

能人を理解するため

に，言外の意を推し

はかり，重接言葉に

は表れない本膏や気

ちを諦察する。

る

・

い

山

口

四

ち

て

・

う

れ

。

全

植

さ

む

安

の

境

読

の

説

を

血

球

も

が

ト

鷺

な

い

ン

・

切

ら

ワ

義

大

ね

プ

正

7

眠

4

/

時

一

室

9

4

4

3

教

本たちはあらゆる

物に漠然とはしてい

るがみる程度の儲植

観を持っている。

-59-

-言葉の中に器、されている

を垣障見た気がする。

-カッコの中にどおいれていい

のかわかんないよ O

-この演習をして普段人の心を

考えてないんだなあとおもっ

た。

・クラスの人の意見を開いてみ

て，人それぞれ考え方や受け

取り方が違うのでは言葉は大

変だと患った。

-鍵棄と安全が-f立になったの

は，なるほどなあと思った 0

.愛が一位だと思った。



楽しみ・奉仕・銭強・自|ここでは左記の設業

己実現の中から一番大場 iの中から，自分なり

に思ってるものを 1-8 Iに言葉を選ぴ，自分

までの議会号を顕番にゥけ iの額穣観を明確にす

る。 10分 iる。そして自分以外

-倒人のJll量生ができたら， Iの人の髄{直観や考え|・みんなそれぞれの謡値観をも

プリントに議員の氏名と i方にふれることによ| っているんだなと思った。

その人の付けた頼殺を発|り，級友に対する理

表し，記入する。 I解を深める

膨名グループで話し合いを

し， グル…プ決定をまきこ

なう o 3 0分

・グループの集計ができた

ら全体傾向を話し合う。

(3) 考察

講成的グル -エンカウンターを実施した結果，生徒自身，自己の開麗に取り組み，自分

の性惑について考えるということに意識国での変容が見られた。さらに 相手の意図を明確に

し，気持ちを理解するという点でも，意識の変容はうかがえた。

しかし，実捷設のホームルーム内の人関関鋲に改善があまりみられないことから，行動の変

容にまでは至らなかったと考えられる。こりことは，エクササイズの選定・講或・展開におい

て，生徒の発達段階と*…ムルームの実態とを十分に踏まえなかったからではないかと思う。

また，エクササイズ実陸後のフィ…ドパックの機能を生かすことができなかった結果でもある

と考えられる O

3 ~まとめと今後の課題

講成的グル…プ・エンカウンターは，生徒の「相手を知るためにとても良いことだと思ったり

とか「今野は，みんなのことがとても良くわかったoJ とか「全員と話したときがないのでこう

いう機会は良いと思ったoJ などの感想文から生徒が自分の生き方を考え，生徒相互の望ましい

人間関係を育てるために効果的であることがわかった。

今後の課題として，生椛の発達設欝に応じたエクササイズの議定について実践的に研究を進め

ることが挙げられる O

また，実籍上のねらいをよ与効巣的に達或するためのブイードパックのをり方についても萌究

を進めることが挙げられる O

nυ 'nu 
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